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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
令
和
元
年
一
二
月
に
中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
お

い
て
確
認
さ
れ
て
以
降
、
世
界
中
に
感
染
が
拡
大
し
、
世
界
保
健
機
関
（WHO

）
が
令
和

二
年
一
月
に
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」
1

を
宣
言
し
た
が
、

今
な
お
そ
の
宣
言
は
解
か
れ
て
い
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
都
市
部
を
中
心
に
感
染
が

拡
大
し
、「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
と
い
っ
た
造
語
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
は

日
常
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
未
曾
有
の
事
態
に
日
本
政
府
は
、
国
内
で
の
ま

ん
延
防
止
を
図
る
と
と
も
に
経
済
活
動
を
維
持
す
る
た
め
、
必
要
な
法
改
正
を
行
い
、

各
種
の
対
応
を
行
う
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。 

 

（
日
本
政
府
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
対
応
の
例
）
2 

令
和
二
年
一
月
二
一
日 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感
染
症
対
策
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
開
催 

令
和
二
年
三
月
一
四
日 

改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
施

行
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
特
例
を
新
設
） 

令
和
二
年
四
月
七
日 

緊
急
事
態
宣
言
3

（
一
度
目
）（
四
月
七
日
～
五
月
二
五
日
）

 

令
和
三
年
一
月
七
日 

緊
急
事
態
宣
言
（
二
度
目
）（
一
月
八
日
～
三
月
二
一
日
） 

令
和
三
年
二
月
一
三
日 

改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の

施
行
4

（
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
地
域
の
新
設
、
事
業
者
や
感
染
者
へ
の
規
制

の
新
設
等
） 

令
和
三
年
四
月
二
三
日 

緊
急
事
態
宣
言
（
三
度
目
）
（
四
月
二
五
日
～
九
月
三
〇

日
） 

 

以
上
の
と
お
り
、
政
府
に
お
い
て
は
、
令
和
二
年
四
月
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
四
年
法
律
第
三
一
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。）

に
基
づ
く
国
内
初
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
始
め
と
し
て
、
国
民
に
不
要
不
急
の
外

出
自
粛
を
要
請
す
る
ほ
か
、
学
校
の
休
校
や
、
医
療
体
制
の
強
化
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

推
進
な
ど
緊
急
的
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。 

政
府
を
挙
げ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
に
対
応
す
る
中
で
（
以
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下
「
コ
ロ
ナ
対
策
」
と
い
う
。）、
各
行
政
機
関
で
は
様
々
な
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
が

作
成
・
取
得
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
」
と
い
う
。）。
後
述
す
る
よ
う

に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
は
、
本
邦
の
公
文
書
管
理
制

度
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
管
理
に
お
け
る
「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
に
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
を
、
適
切
に
作
成
・
保
存
す
る
と
と
も
に
、
保
存
期
間
が

満
了
し
た
あ
と
は
、
国
立
公
文
書
館
等
へ
原
則
移
管
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
移
管
対
象

と
な
る
業
務
や
文
書
の
具
体
例
は
、
公
文
書
管
理
制
度
を
所
管
す
る
内
閣
府
大
臣
官
房

公
文
書
管
理
課
か
ら
各
行
政
機
関
宛
て
に
発
出
さ
れ
た
複
数
の
通
知
（
以
下
「
課
長
通

知
」
と
い
う
。）
で
示
さ
れ
て
い
る
5

。 

筆
者
は
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
、
課
長
通
知
に
よ
っ
て
移
管
・
廃
棄

基
準
が
一
定
程
度
整
理
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
各
行
政
機
関
に
お
け
る
取
組
を
踏
ま

え
て
移
管
対
象
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
加
え

て
、
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準
は
業
務
や
文
書
の
例
を
羅
列
す
る
形
式
が
取
ら
れ

て
い
る
が
、
基
準
の
提
示
の
方
法
に
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
東

日
本
大
震
災
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
・
廃
棄
基
準
は
、「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
と
い
う
。）
の
別
表
第
二
の
形
式
で
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
コ
ロ
ナ
行

政
文
書
も
同
様
の
形
式
と
す
る
ほ
う
が
、
公
文
書
の
整
理
の
実
務
に
携
わ
る
行
政
機
関

職
員
に
と
っ
て
、
利
用
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

本
稿
は
、
以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
行
政
機
関
の
事
務
事

業
の
整
理
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
の
案
を
提
示
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
一
章
で
は
、
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関

に
お
い
て
作
成
及
び
保
存
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
状
況
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
法

規
定
と
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
権
限
を
押
さ
え
た
上
で
、
国
が
実
施
す
る
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
所
管
省
庁
（
部
局
・
課
）
を
特
定
し
、
対
応
業
務
の
具
体
を
整
理
す

る
6

。
第
三
章
で
は
、
前
章
ま
で
に
明
ら
か
と
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
際
的

な
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
の
案
を
提
示

す
る
。 

※
本
稿
は
令
和
三
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
の
修
了
研
究
論
文
（
令
和
四
年
一
月

三
一
日
国
立
公
文
書
館
提
出
）
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
行
政
機
関
の

コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
事
務
事
業
は
、
修
了
研
究
論
文
を
執
筆
し
た
令
和
三
年
一
○

月
末
か
ら
令
和
四
年
一
月
末
時
点
の
情
報
を
整
理
、
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
以
後

の
状
況
は
踏
ま
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
令
和
四
年
二
月
七
日
付
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
全
面
改
正
、
及
び
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
令
和
四
年
三
月
一
八
日

付
け
の
課
長
通
知
の
内
容
は
本
文
に
反
映
し
て
お
ら
ず
、
修
了
研
究
論
文
の
執
筆

時
点
か
ら
の
変
更
点
を
適
宜
脚
注
で
示
す
に
留
め
て
い
る
こ
と
に
、
予
め
御
留
意

い
た
だ
き
た
い
。 

 

※
本
稿
は
基
本
的
に
漢
数
字
を
用
い
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
項
番
号
や
コ
ロ
ナ
対

策
の
基
本
的
対
処
方
針
の
項
番
号
な
ど
、
漢
数
字
で
表
記
し
た
場
合
に
元
資
料
と

の
突
合
せ
が
分
か
り
に
く
く
な
る
も
の
は
算
用
数
字
を
用
い
る
。 

 

一一  

公公
文文
書書
管管
理理
制制
度度
下下
にに
おお
けけ
るる
ココ
ロロ
ナナ
行行
政政
文文
書書
のの
管管
理理
のの
現現
状状  

  
一一
．．
一一  

行行
政政
文文
書書
のの
管管
理理
にに
おお
けけ
るる
「「
歴歴
史史
的的
緊緊
急急
事事
態態
」」
のの
決決
定定 

 

政
府
全
体
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
事
態
に
お
い
て
、
業
務
で
発
生
す
る
文
書
を

い
か
に
行
政
文
書
と
し
て
作
成
し
保
存
す
べ
き
か
、
公
文
書
と
し
て
の
管
理
の
問
題
が

令
和
二
年
三
月
以
降
、
国
会
で
議
論
さ
れ
た
7

。
国
会
に
お
け
る
議
論
と
の
直
接
的
な
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関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
に
、
公
文
書
管
理
制
度
下
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
の
方
針
が
示
さ
れ
た
8

。
す
な
わ
ち
、「
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
は
、『
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
平

成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
に
規
定
す
る
『
歴
史
的
緊
急
事
態
』
に
該

当
す
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
が
閣
議
了
解
さ
れ
9

、
そ
れ
に
基
づ
き
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
公
文
書
管
理
担
当
）
名
で
も
、
同
様
の
決
定
が
な
さ
れ
た
10

。
北
村
誠
吾
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
当
時
）
は
、
閣
議
後
会
見
で
、「
関
係
閣
僚
に
対
し
、
本
事
案
に

対
応
す
る
会
議
等
の
記
録
を
始
め
、
後
世
に
本
事
案
へ
の
対
応
の
経
緯
や
教
訓
を
残
し

て
い
く
た
め
、
適
切
に
文
書
が
作
成
・
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
、
所
属
の
職
員
へ
の
指
導

の
徹
底
を
お
願
い
」
し
た
と
述
べ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定
に
の
っ
と
り
、
会
議
記
録

に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
緯
や
教
訓
を
後
世
に
残
す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
の
、
コ
ロ
ナ
行
政

文
書
の
作
成
と
保
存
を
求
め
た
11

。 

行
政
文
書
の
管
理
に
お
け
る
「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
と
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
第
三 

作
成
」
の
《
留
意
事
項
》
に
記
載
さ
れ
る
、「
国
家
・
社
会
と
し
て
記
録
を
共
有
す
べ
き

歴
史
的
に
重
要
な
政
策
事
項
で
あ
っ
て
、
社
会
的
な
影
響
が
大
き
く
政
府
全
体
と
し
て

対
応
し
、
そ
の
教
訓
が
将
来
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
の
う
ち
、
国
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
に
大
規
模
か
つ
重
大
な
被
害
が
生
じ
、
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
事

態
」
を
言
う
12

。
同
事
態
の
決
定
は
、
今
回
が
初
と
な
る
。 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
歴
史
的
緊
急
事
態
に
「
政
府
全
体
と
し
て
対
応
す
る
会
議
そ

の
他
の
会
合
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
教
訓
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
記
録
を
作
成

す
る
」
と
し
た
上
で
、
会
議
等
を
、「
①
政
策
の
決
定
又
は
了
解
を
行
う
会
議
等
」
と
「
②

政
策
の
決
定
又
は
了
解
を
行
わ
な
い
会
議
等
」
に
分
類
し
、
①
と
②
の
そ
れ
ぞ
れ
で
作

成
す
る
文
書
を
提
示
し
て
い
る
。ま
た
、歴
史
的
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
行
政
機
関
は
、

①
②
の
会
議
等
に
つ
い
て
、
事
前
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
又
は
改
正
し
、
作
成
す
べ

き
記
録
、
事
後
作
成
の
場
合
の
方
法
・
期
限
、
記
録
の
作
成
の
責
任
体
制
、
記
録
の
作

成
も
含
め
た
訓
練
等
を
行
う
こ
と
を
明
確
化
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
。 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
当
該
規
定
に
は
、
歴
史
的
緊
急
事
態
に
係
る
行
政
文
書
を
、
保
存

期
間
が
満
了
し
た
際
に
移
管
と
す
る
か
廃
棄
と
す
る
か
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
に

関
す
る
記
載
は
な
い
。
た
だ
し
今
回
の
事
態
で
は
、
前
述
の
閣
議
了
解
、
及
び
担
当
大

臣
決
定
と
同
日
に
、
各
行
政
機
関
宛
に
発
出
さ
れ
た
課
長
通
知
に
お
い
て
、「
今
般
の
事

態
へ
の
対
応
に
係
る
政
策
事
項
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
の
２(

２)

①
の
『
国
家
・

社
会
と
し
て
記
録
を
共
有
す
べ
き
歴
史
的
に
重
要
な
政
策
事
項
で
あ
っ
て
、
社
会
的
な

影
響
が
大
き
く
政
府
全
体
と
し
て
対
応
し
、
そ
の
教
訓
が
将
来
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
な

特
に
重
要
な
政
策
事
項
等
』
に
相
当
す
る
と
し
て
、
関
連
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等

の
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
は
原
則
と
し
て
、『（
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
）
移
管
』
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
」
13

こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

こ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
造
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

各
行
政
機
関
が
定
め
る
文
書
管
理
規
則
の
雛
形
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
（
総
則
）

か
ら
第
一
一
（
補
則
）
ま
で
の
各
章
で
、
規
則
の
規
定
例
と
文
書
管
理
を
行
う
に
当
た

っ
て
の
留
意
事
項
を
示
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
章
の
後
に
続
く
別
表
第
一
で
は
、
業
務

単
位
の
行
政
文
書
の
「
保
存
期
間
」
の
雛
形
を
、
別
表
第
二
で
は
、「
保
存
期
間
満
了
時

の
措
置
の
設
定
基
準
」
の
雛
形
を
示
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
当
初
か
ら
設
け
ら
れ
て

い
る
別
表
第
二
の
２(

２)

①
の
規
定
は
、
国
家
・
社
会
と
し
て
記
録
を
共
有
す
べ
き
歴

史
的
に
重
要
な
政
策
事
項
で
あ
っ
て
、
社
会
的
な
影
響
が
大
き
く
政
府
全
体
と
し
て
対

応
し
、
そ
の
教
訓
が
将
来
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
文
書
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
移
管

と
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
２(

２)

①
で
は
、
原
則
移
管
と
な
る
「
災
害
及
び
事
故
事

件
へ
の
対
処
」
と
し
て
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
、
東
日
本
大
震
災
関
連
」
等
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
た
14

。 五

新
型
コ
ロ
ナ
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イ
ル
ス
感
染
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応
に
係
る
行
政
文
書
の
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る
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考
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一一
．．
二二  

移移
管管
・・
廃廃
棄棄
基基
準準
にに
関関
すす
るる
公公
文文
書書
管管
理理
課課
長長
通通
知知 

 

コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
更
に
二
つ
の
課
長
通

知
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。 

令
和
二
年
五
月
二
八
日
の
課
長
通
知
15

で
は
、「
原
則
と
し
て
（
国
立
公
文
書
館
等
へ

の
）
移
管
」
と
な
る
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
へ
の
対
応
に
関
す

る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
』
と
は
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
に
対

応
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
業
務
を
遂
行
す
る
過
程
で
作
成
又
は
取
得
し
た
行
政
文
書
を

含
む
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
及
び
当
該
行
政
文
書
で
単
独
で
管
理
し
て
い
る
も
の
）』」

と
定
義
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
則
第
三
の
「
歴

史
的
緊
急
事
態
」
に
係
る
「
政
府
全
体
と
し
て
対
応
す
る
会
議
等
」
に
関
す
る
文
書
に

限
定
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
会
議
等
の
担
当
機
関
以
外
も
、
保
有
す
る
行
政
文
書

フ
ァ
イ
ル
等
の
該
当
性
に
つ
い
て
十
分
確
認
願
い
た
い
こ
と
が
注
記
さ
れ
た
。
本
通
知

は
、
各
行
政
機
関
が
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
に
も
情
報
共
有
さ
れ
た
。 

前
述
の
定
義
に
係
り
、
具
体
的
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
に

対
応
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
業
務
」
と
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
さ

れ
た
。
①
政
府
対
策
本
部
が
決
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
と
、
そ
の
他
の
基
本
方
針
等

の
立
案
及
び
そ
の
経
緯
。② 

①
に
基
づ
き
各
府
省
に
お
い
て
実
施
し
た
取
組
及
び
そ
の

経
緯
。
③
各
都
道
府
県
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
で
各
府
省
（
地

方
支
分
部
局
等
を
含
む
。）
が
実
施
し
た
取
組
及
び
そ
の
経
緯
。 

続
け
て
令
和
三
年
三
月
二
日
に
発
出
さ
れ
た
課
長
通
知
で
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
業
務
全
て
」
が
、
原
則
移
管
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
、
移
管
対
象

と
な
る
政
策
分
野
や
文
書
の
例
が
、
五
月
二
八
日
の
通
知
よ
り
詳
し
く
示
さ
れ
た
16

。

本
通
知
に
は
、
各
行
政
機
関
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
の
取
組
及
び
周
知
の

徹
底
と
し
て
、「
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
（
移
管
又
は
廃
棄
）
を
判
断
す
る
際
の
基
準
」

（
以
下
「
移
管
・
廃
棄
基
準
」
と
い
う
。）
が
添
付
さ
れ
た
（【
図
１
】）。 
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移
管
・
廃
棄
基
準
は
、「
原
則
と
し
て
移
管
の
対
象
と
な
る
政
策
分
野
（
例
）」、「
原

則
と
し
て
移
管
の
対
象
と
な
る
文
書
の
例
（
１
）（
２
）」、「
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

質
問
（
要
旨
）」、「
広
報
関
係
の
補
足
」、「
そ
の
他
の
必
要
な
手
続
き
」
で
構
成
さ
れ
る
。

移
管
の
対
象
は
、
政
策
分
野
の
例
と
文
書
の
例
で
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
る
が
、
各
欄
で

重
複
し
て
い
る
内
容
も
あ
る
。
廃
棄
し
て
も
よ
い
も
の
は
、
質
問
（
要
旨
）
等
の
中
で

示
さ
れ
る
。 

コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
の
特
徴
を
、
【
表
１
】
の
と
お
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第

二
「
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
の
設
定
基
準
」
及
び
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
行
政

文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
に
つ
い
て
」（
平
成
二
四
年
六
月
一
八
日

内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
・
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
）
と
比
較
し
た
。

【
表
１
】
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
の
、「
２ 

具
体
的
な
移
管
・
廃
棄
の
判
断
指

針
」
の
「(

１)

業
務
単
位
で
の
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
」
の
事
項
を
ベ
ー
ス
に
、
左

か
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
の
措
置
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
措
置
、
東
日
本
大
震

災
に
係
る
文
書
の
措
置
の
順
で
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
形
式
に
し
て
分
か
る
こ

と
と
し
て
、
項
目
数
で
見
る
と
、
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準
で
は
、
別
表
第
二
の

２(

１)

①
と
②
の
事
項
に
対
応
す
る
も
の
が
全
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
（
【
表
１
】
で

「
＊
」
表
記
と
し
て
い
る
項
目
）。
例
え
ば
、
２(

１)

①
４
内
閣
官
房
令
、
２(
１)

①
７

省
議
、
２(

１)

①
１６
機
構
及
び
定
員
に
関
す
る
事
項
、
２(

１)

①
１７
独
立
行
政
法
人
等

に
関
す
る
事
項
な
ど
に
該
当
す
る
項
目
が
な
い
。 

保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
に
注
目
す
る
と
、
２(

１)

①
１４
告
示
や
訓
令
等
、
２(

１)

①
１５
予
算
・
決
算
関
係
資
料
、
２(

１)

①
２１
審
議
会
等
に
関
す
る
文
書
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
文
書
が
全
て
移
管
と
さ
れ
て
い
て
、
移
管
の
範
囲
が
広
く
設
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。 

【
表
１
】
で
灰
色
枠
内
に
示
し
た
も
の
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
に
該
当
す
る

事
項
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
業
務
内
容
的
に
は
、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整
備
」
や
「
緊

急
事
態
宣
言
」
等
、
感
染
症
対
策
特
有
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
。 

廃
棄
と
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
、
個
別
の
補
助
金
の
申
請
や
給
付
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
別
表
第
二
の
２(

１)

①
１１(

４)

と
２(

１)

①
１２(

４)

に
、
個
々
の
職
員
の
出
勤
簿
・
テ

レ
ワ
ー
ク
シ
フ
ト
表
や
旅
行
命
令
は
２(

１)

①
１３
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
東
日
本
大
震
災
関
連
の
措
置
も
、
同
様
に
廃
棄
で
あ
る
。
た

だ
し
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
場
合
は
、
個
々
の
文
書
は
廃
棄
で
あ
っ
て
も
、
月
別
・
地

域
別
に
取
り
ま
と
め
た
補
助
金
に
関
す
る
文
書
や
、
組
織
の
各
月
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施

状
況
を
ま
と
め
た
資
料
は
移
管
と
さ
れ
て
い
る
17

。 

 

一一
．．
三三  

ココ
ロロ
ナナ
行行
政政
文文
書書
のの
作作
成成
及及
びび
保保
存存
のの
状状
況況  

   

本
節
で
は
、各
行
政
機
関
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
作
成
及
び
保
存
の
状
況
を
、

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
（
以
下
「e-Gov

」
と
い
う
。）
か
ら
把
握
す
る
。
さ
ら
に
、

e-Gov

で
抽
出
し
た
文
書
を
、
令
和
三
年
三
月
二
日
の
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準

で
評
価
選
別
す
る
。 

 

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
う
ち
、
保
存
期
間
一
年
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
文

書
管
理
法
第
七
条
第
一
項
で
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
分
類
、
名
称
、
保
存
期
間
、

保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
及
び
保
存
場
所
そ
の

他
の
必
要
な
事
項
を
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
令
和
三
年
一
○
月
二
三
日
現
在
、e-Gov

で
、「
コ
ロ
ナ
」、「covid

」、

「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
し
、
重
複
を
除
く
と
五
九
，
〇
九
六
件
ヒ

ッ
ト
す
る
18

。
本
省
、
外
局
、
特
別
の
機
関
別
で
整
理
す
る
と
【
表
２
】
と
な
る
19

。 

 

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
登
録
数
に
注
目
す
る
と
、
防
衛
省
が
最
も
多
く
、
国
税
庁

が
続
く
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
心
で
あ
る
内
閣
官
房
は
七
件
、
厚
生
労
働
省
は
一

〇
〇
件
で
あ
り
、
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
通
常
業
務
の
文
書
と
一
緒
に
管
理
し
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ガガイイドドラライインン別別表表第第22のの措措置置 ココロロナナ行行政政文文書書 東東日日本本大大震震災災関関連連文文書書のの措措置置

1 法律の制定又は改廃及びその経緯 移管 【移管】国会答弁資料、各省協議 ガイドラインに従う

2 条約その他の国際約束の締結及びその経緯 移管（経済協力関係等で定型化しているもの除く） 【移管】国会答弁資料、各省協議 ガイドラインに従う

3 政令の制定又は改廃及びその経緯 移管 【移管】各省協議 ガイドラインに従う

4 内閣官房令、内閣府令、省令その他の規則の
制定又は改廃及びその経緯

移管 ＊ ガイドラインに従う

5 閣議の決定又は了解及びその経緯 移管 【移管】国会答弁資料、各省協議 ガイドラインに従う

6 関係行政機関の長で構成される会議（これに
準ずるものを含む。）の決定又は了解及びそ
の経緯

移管 【移管】各省協議 ガイドラインに従う

7 省議（これに準ずるものを含む。）の決定又
は了解及びその経緯

移管 ＊ ガイドラインに従う

8 複数の行政機関による申合せ及びその経緯 移管 【移管】各省協議 ガイドラインに従う

9 他の行政機関に対して示す基準の設定及びそ
の経緯

移管 【移管】各省協議 ガイドラインに従う

10 地方公共団体に対して示す基準の設定及びそ
の経緯

移管 【移管】地方自治体や関係団体への通
知、依頼文書（事務連絡を含む）

ガイドラインに従う

11 個人の権利義務の得喪及びその経緯 ⑴行政手続法第２条第８号ロの審査基準等：移管
⑵許認可等に関する重要な経緯：国籍に関するものは
移管
⑶不利益処分に関する重要な経緯：廃棄
⑷補助金等の交付に関する重要な経緯：交付要件は移
管
⑸不服申立てに関する審議会等における検討等：法令
の解釈等に大きな影響を与えた事件に関するもの、審
議会等の裁決等について年度ごとに取りまとめたもの
は移管
⑹国又は行政機関を当事者とする訴訟の提起等：法令
の解釈等に大きな影響を与えた事件に関するものは移
管

【移管】委託に関する文書・決裁、委
託先からの報告書、交付金に関する調
整過程、制度概要、予算要求、要綱、
委託先や地方公共団体からの実績報
告、結果の取りまとめ、個別の補助金
の申請や給付の月別地域別の情報
（注：予算要求は2(1)①15にも該
当。）

【廃棄】個別の補助金の申請や給付

(1)～(3)ガイドラインに従う
(4)補助金等の交付の要件に関す
る文書、実績報告書は移管
(5)～(6)ガイドラインに従う

12 法人の権利義務の得喪及びその経緯 ⑴行政手続法第２条第８号ロの審査基準等：移管
⑵許認可等に関する重要な経緯：特に重要な公益事業
に関するもの、公益法人等の設立・廃止等に関するも
のは移管
⑶不利益処分に関する重要な経緯：廃棄
⑷補助金等の交付（地方公共団体に対する交付を含
む。）に関する重要な経緯：補助金等の交付の要件に
関する文書は移管
⑸及び⑹：2(1)①11(5)及び(6)に同じ

【移管】委託に関する文書・決裁、委
託先からの報告書、交付金に関する調
整過程、制度概要、予算要求、要綱、
委託先や地方公共団体からの実績報
告、結果の取りまとめ、個別の補助金
の申請や給付の月別地域別の情報
（注：予算要求は2(1)①15にも該
当。）

【廃棄】個別の補助金の申請や給付

(1)ガイドラインに従う
(2)公益事業に関するもの、公益
法人等の設立・廃止等に関する
ものは移管
(3)ガイドラインに従う
(4)補助金等の交付の要件に関す
る文書、実績報告書は移管
(5)～(6)ガイドラインに従う

13 職員の人事に関する事項 廃棄（ただし、閣議等に関わるものについては移管） 【移管】組織の各月のテレワーク実施
状況をとりまとめた資料

【廃棄】個々の職員の出勤簿・テレ
ワークシフト表、旅行命令

ガイドラインに従う

14 告示、訓令及び通達の制定又は改廃及びその
経緯

⑴告示の立案の検討その他の重要な経緯：廃棄
⑵訓令及び通達の立案の検討その他の重要な経緯：以
下について移管  ・行政文書管理規則その他の重要な
訓令及び通達の制定又は改廃のための決裁文書

【移管】地方自治体や関係団体への通
知、依頼文書（事務連絡を含む）

(1)移管
(2)移管

15 予算及び決算に関する事項 ⑴歳入、歳出、継続費、繰越明許費及び国庫債務負担
行為の見積に関する書類の作製その他の予算に関する
重要な経緯：財政法第 17 条第２項の規定による歳入
歳出等見積書類の作製の基礎となった方針、意思決
定、その他の重要な経緯等は移管
⑵歳入及び歳出の決算報告書並びに国の債務に関する
計算書の作製その他の決算に関する重要な経緯：財政
法第 37 条第１項の規定による歳入及び歳出の決算報
告書、国の債務に関する計算書の作製の基礎となった
方針意思決定その他の重要な経緯等は移管

【移管】予算編成、予算執行（給付
金、交付金、協力金、各種GoToキャン
ペーンなど）

ガイドラインに従う

16 機構及び定員に関する事項 移管 ＊ ガイドラインに従う

17 独立行政法人等に関する事項 移管 ＊ ガイドラインに従う

18 政策評価に関する事項 移管 ＊ ガイドラインに従う

19 公共事業の実施に関する事項 ・100 億円以上の事業は、事業計画の立案に関する検
討、環境影響評価、事業完了報告、評価書その他の重
要なもの
・10 億円以上の事業は、事業計画の立案に関する検
討、事業完了報告、評価書その他の特に重要なもの
・工事誌

＊ 以下について移管
・事業計画の立案に関する検
討、環境影響評価、事業完了報
告、評価書、工事誌その他の重
要なもの

20 栄典又は表彰に関する事項 栄典制度の創設・改廃等に関するものは移管 ＊ ガイドラインに従う

21 国会及び審議会等における審議等に関する事
項

⑴国会審議：大臣の演説に関するもの、会期ごとに作
成される想定問答は移管
⑵審議会等：審議会その他の合議制の機関に関するも
の（部会、小委員会等を含む。）は移管

【移管】国会答弁資料

【移管】各種対策会議

(1)移管

(2)移管

22 文書の管理等に関する事項 移管・廃棄簿は移管 ＊ ＊

　　② 以下の左欄の事項に係る歴史公文書等の具体例は、右欄のとおりであることから、これらの歴史公文書等を含む行政文書ファイル等を移管することとする。

各行政機関において実施・運用している制度
について、制度を所管する行政機関による当
該制度の運用状況の把握等に関する事項

移管 ＊ ガイドラインに従う

国際会議 移管 【移管】国際会議・国際機関関係 ガイドラインに従う

国際協力・国際交流 移管 ＊ ガイドラインに従う

統計調査 移管 ＊ ガイドラインに従う

その他の事項　年次報告書 移管 ＊ ガイドラインに従う

その他の事項　広報資料 移管 【移管】国民への広報・啓発・周知、
HP掲載資料（PDF,文書,映像）、SNS発
信内容、大臣等が所管行政の広報のた
めにSNSで発信した情報、政務が大臣
等の立場で発信した情報を含む

ガイドラインに従う

その他の事項　大臣記者会見録 移管 【移管】大臣、担当局長、政府の会議
を代表する有識者の記者会見・説明

ガイドラインに従う

その他の事項　大臣等の事務引継書 移管 ＊ ガイドラインに従う

※※別別表表第第２２にに該該当当すするる事事項項ががなないいもものの
【【移移管管】】【【AA】】コロナウイルスの感染状況、経済や社会への影響　【【BB】】検査・医療・ワクチン接種体制の整備　【【CC】】感染予防対策(行政機関の職場や施設を含む)【【DD】】緊急事態宣
言、一斉休校要請、自粛要請、入国制限　【【EE】】自治体との連携　【【FF】】決裁文書、政務・幹部等からの指示、会議資料や記録、関係者との打合せの記録、クロノロジー　【【GG】】官邸
や政務への説明資料や結果概要（所管省庁で管理）　【【HH】】地方自治体や関係団体の意見、情報提供、報告等。知事、有識者、 国際機関等の会見・発表に関して作成した記録や取得
した資料　【【II】】経済対策（給付金、交付金、協力金、各種GoToキャンペーンなど）
【【廃廃棄棄】】【【JJ】】受け取った周知文書をそのままの内容で転送した場合や、重要な情報を付加せずに展開した場合

【【表表１１】】ガガイイドドラライインン別別表表第第２２及及びび東東日日本本大大震震災災関関連連文文書書ととのの比比較較

　　①別表第１に掲げられた業務に係る行政文書ファイル等の保存期間満了時の措置については、次の表（用語の意義は、別表第１の用語の意義による。）の右欄の
　　　とおりとする。

２ 具体的な移管・廃棄の判断指針

　(１) 業務単位での保存期間満了時の措置

（注）・ガイドライン別表第２の措置及び東日本大震災関連文書の措置については、移管事項を一部略記しているものがある。
　　　・「＊」表記は、課長通知に該当する事項がないことを示す。
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て
い
た
り
、
業
務
が
多
忙
でe-Gov

へ
の
登
録
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
こ

と
が
、
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

 

保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
別
で
は
、「
移
管
」
一
九
，
〇
五
〇
件
、「
廃
棄
」
四
〇
，

〇
三
七
件
、「
未
定
」
九
件
と
な
り
、
登
録
文
書
の
う
ち
約
三
二
％
が
、
移
管
の
措
置
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
措
置
の
設
定
段
階
と
、
実
際
に
満
了
し
た
と
き
の
措
置
と
で
は
段

階
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
令
和
元
年
度
に
保
存
期
間

が
満
了
し
た
文
書
全
体
の
う
ち
、
移
管
す
る
と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
と
並
べ
る
と
、
コ

ロ
ナ
行
政
文
書
は
い
ず
れ
の
行
政
機
関
に
お
い
て
も
移
管
と
設
定
さ
れ
て
い
る
割
合
が

非
常
に
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、【
表
３
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
保
存
期
間
別
に
見
る
と
、
一
○
年
以
内
の
保
存

期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
文
書
が
多
数
で
あ
る
。
ま
た
、「
そ
の
他
」
及
び
「
常
用
」
を

除
く
移
管
の
割
合
で
は
、
六
～
一
○
年
の
文
書
が
五
○
％
と
高
く
、
一
一
～
三
○
年
、

二
～
五
年
、
一
年
と
続
く
。
比
較
的
、
長
期
間
保
存
の
文
書
で
移
管
の
も
の
が
多
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
。 

 

次
に
、e-Gov

登
録
文
書
を
、
令
和
三
年
三
月
二
日
の
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基

準
で
、
筆
者
が
選
別
を
行
っ

た
20

。
選
別
の
具
体
的
な
作

業
と
し
て
、
小
分
類
に
移

管
・
廃
棄
基
準
に
該
当
す
る

件
名
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場

合
は
当
該
分
類
と
見
な
し
た
。

小
分
類
か
ら
内
容
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
大
分
類
と
中

分
類
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、

当
該
分
類
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
は
、
当
該
分

類
と
見
な
し
た
。 

【
表
４
】
は
、
感
染
症
対

策
特
有
の
業
務
分
類
に
分
類

で
き
た
も
の
で
あ
る
（
【
表

１
】
の
灰
色
枠
内
に
示
し
た

分
類
に
該
当
す
る
文
書
。）。

移
管
分
類
（
Ａ
～
Ｉ
）
に
選

（単位：件）

移管 廃棄 未定 移管の割合

1年 25,054 42% 5,807 19,247 0 23%

2～5年 18,548 31% 5,793 12,754 1 31%

6～10年 12,869 22% 6,456 6,406 7 50%

11～30年 2,548 4% 953 1,595 0 37%

その他 13 0.02% 8 4 1 62%

常用 64 0.1% 33 31 0 52%

総計 59,096 19,050 40,037 9 32%

※本表については、e-Govから抽出したデータを保存期間別に筆
者がまとめたもの。

【【表表３３】】ココロロナナ行行政政文文書書のの保保存存期期間間

保存期間 登録数
保存期間

別の登録

数の割合

保存期間満了時の措置

（単位：件）

行政機関名（※１） 登録数 移管 廃棄 未定
措置「移

管」の割合

参考：令和元年度
満了文書の「移

管」割合（※２）

内閣官房 7 6 1 0 86% 5.4%

内閣法制局 15 15 0 0 100% 65.0%

人事院 25 16 9 0 64% 1.5%

内閣府 111 105 6 0 95% 2.7%

公正取引委員会 22 22 0 0 100% 4.6%

警察庁 52 46 6 0 88% 0.3%

金融庁 75 74 1 0 99% 20.0%

消費者庁 15 12 3 0 80% 3.3%

総務省 421 407 14 0 97% 3.7%

消防庁 27 23 4 0 85% 5.5%

法務省 63 60 3 0 95% 0.1%

出入国在留管理庁 7 6 1 0 86% 0.0%

検察庁 6 6 0 0 100% 0.002%

外務省 793 776 17 0 98% 20.8%

財務省 697 665 32 0 95% 0.5%

国税庁 4,272 3,903 370 6 91% 0.003%

文部科学省 20 17 3 0 85% 0.6%

文化庁 2 2 0 0 100% 0.2%

厚生労働省 100 33 64 3 33% 0.06%

農林水産省 32 28 4 0 88% 1.7%

林野庁 4 3 1 0 75% 0.3%

水産庁 1 1 0 0 100% 2.3%

経済産業省 63 55 8 0 87% 3.2%

中小企業庁 1 1 0 0 100% 9.4%

特許庁 3 3 0 0 100% 8.5%

国土交通省 493 354 139 0 72% 0.2%

気象庁 54 42 12 0 78% 17.2%

海上保安庁 471 330 141 0 70% 0.005%

環境省 20 17 3 0 85% 7.8%

原子力規制委員会 14 7 7 0 50% 11.0%

防衛省 51,203 12,015 39,188 0 23% 0.08%

総総計計 5599,,009966 1199,,005500 4400,,003377 99 3322%%

【【表表２２】】ee--GGoovv登登録録ののココロロナナ行行政政文文書書　　　　

※１ 筆者によるe-Gov検索において、登録が確認できなかった機関は除いている。
※２「令和元年度における公文書等の管理等の状況について」（令和３年３月内閣府大
臣官房公文書管理課）から、満了文書全体に占める移管の割合を筆者が算出したもの。
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別
で
き
る
文
書
は
三
，
五
四
八
件
、
廃
棄
と
さ
れ
る
分
類
（
Ｊ
）
は
一
二
四
件
と
な
っ

た
。
移
管
分
類
で
も
、
廃
棄
で
登
録
さ
れ
て
い
る
文
書
が
二
，
二
三
四
件
、
廃
棄
分
類

で
も
移
管
で
登
録
さ
れ
て
い
る
文
書
が
三
件
あ
り
、
課
長
通
知
の
基
準
の
と
お
り
と
は

な
っ
て
い
な
い
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。 

ま
た
、
課
長
通
知
の
基
準
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
か
つ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
の
事

項
に
も
該
当
し
な
い
た
め
、
特
定
の
項
目
に
選
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
が
二
九
，

八
五
九
件
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
大
分
類
、
中
分
類
、
小
分
類
を
組
み
合
わ
せ
て
も
文
書

の
内
容
が
分
か
ら
な
い
も
の
（
例:
大
分
類
「
総
務
」、
中
分
類
「
総
務
一
般
」、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
文
書
」）、
含
ま
れ
る
文
書
の
内
容
は
あ
る
程
度
推
測

で
き
る
が
、課
長
通
知
の
基
準
に
も
、別
表
第
二
の
事
項
に
も
分
類
で
き
な
い
も
の（
例:

大
分
類
「
監
理
・
総
務
」、
中
分
類
「
総
務
」、
小
分
類
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
わ
る
各
種
行
事
に
関
す
る
文
書
」）
は
、
選
別
が
困
難
で
あ
っ
た
21

。 

  

一一
．．
四四  

小小
括括  

 

本
章
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
規

定
す
る
歴
史
的
緊
急
事
態
に
決
定
さ
れ
て
以
後
、
そ
の
教
訓
を
将
来
に
生
か
せ
る
よ
う

に
、適
切
に
記
録
を
作
成
し
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。ま
た
、

保
存
期
間
が
満
了
し
た
際
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準
を
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
及
び
東
日
本
大
震
災
関
連
の
措
置
と
比
較
し
た
結
果
、
コ
ロ

ナ
行
政
文
書
の
移
管
の
範
囲
は
広
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
感
染
症
特
有
の
業
務
や

文
書
が
例
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
課
長
通
知
の
基
準
は
網
羅
的
と
は
言
い
難
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
の
現
状
をe-Gov

か
ら
抽
出
し
た
結

果
、
一
般
的
な
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
比
べ
、
移
管
と
さ
れ
て
い
る
割
合
が
高
い
傾

向
を
確
認
し
た
。 

保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
に
注
目
し
た
場
合
、
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準
に
よ

る
選
別
で
は
、
選
別
困
難
な
も
の
が
二
九
，
八
五
九
件
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
通
常
の

行
政
文
書
で
も
、
全
て
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
の
分
類
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
選
別
困
難
が
多
数
あ
る
理
由
は
、
上
述
し
た
と
お
り
課
長
通
知
の
基

準
が
網
羅
的
と
は
言
い
難
い
こ
と
が
一
要
因
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
た
。 

以
上
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
・
廃
棄
基
準
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
本
稿
で
基
準
を
再
検
討
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
第
二
章
で
、
国

が
ど
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
個
々
の
政
策
事
項
に
つ
い
て
具
体

的
な
取
組
内
容
と
当
該
事
項
を
所
管
す
る
省
庁
（
部
局
・
課
）
を
特
定
す
る
な
ど
、
基

本
的
な
情
報
の
整
理
を
行
う
。 

（単位：件）

登録数 移管 廃棄 未定

A 84 68 16 0

B 432 107 325 0

C 2,181 763 1,418 0

D 11 11 0 0

E 59 54 5 0

F 310 97 213 0

G 0 0 0 0

H 3 3 0 0

I 468 211 257 0

小計 3,548 1,314 2,234 0

J 124 3 121 0

29,859 10,996 18,857 6

※A～Jの具体的な内容は、【表１】を参照。

【【表表４４】】課課長長通通知知のの基基準準でで選選別別ししたた結結果果

移管分類

廃棄分類

選別困難

（（感感染染症症特特有有のの業業務務分分類類及及びび選選別別困困難難ののみみ抜抜粋粋））

【表 4】はインデザインで貼

っている 

（単位：件）

登録数 移管 廃棄 未定

A 84 68 16 0

B 432 107 325 0

C 2,181 763 1,418 0

D 11 11 0 0

E 59 54 5 0

F 310 97 213 0

G 0 0 0 0

H 3 3 0 0

I 468 211 257 0

小計 3,548 1,314 2,234 0

J 124 3 121 0

29,859 10,996 18,857 6

※A～Jの具体的な内容は、【表１】を参照。

移管分類

廃棄分類

選別困難

一
〇

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



二二  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
にに
係係
るる
事事
務務
事事
業業
のの
整整
理理  

    

本
章
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
主
な
法
律
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
国
の
体
制
を

整
理
す
る
。さ
ら
に
、国
の
行
政
機
関
が
実
施
す
る
主
な
コ
ロ
ナ
対
策
業
務
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
組
内
容
を
整
理
し
、
各
事
務
事
業
の
担
当
省
庁
（
部
局
・
課
）
を
特
定
す

る
。 

  

二二
．．
一一  

ココ
ロロ
ナナ
対対
策策
にに
係係
るる
国国
のの
体体
制制  

二二
．．
一一
．．
一一  

ココ
ロロ
ナナ
対対
策策
にに
関関
連連
すす
るる
法法
律律  

   

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
ど
の
よ
う
な
法
制
度
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
以
下
で
、
①

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
〇
年
法

律
第
一
一
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。）、
②
特
措
法
、
③
検
疫
法
（
昭
和
二

六
年
法
律
第
二
一
一
号
）
を
取
り
上
げ
、
特
に
国
と
地
方
公
共
団
体
の
権
限
に
注
目
し

て
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
法
規
定
を
概
観
す
る
22

。 

①
感
染
症
法
は
、
感
染
症
の
発
生
予
防
と
ま
ん
延
防
止
を
目
的
と
す
る
法
律
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
令
和
二
年
一
月
二
八
日
に
、
感
染
症
法
第
六
条
の

「
指
定
感
染
症
」
に
指
定
さ
れ
た
23

。
そ
の
後
、
令
和
三
年
二
月
三
日
の
法
改
正
に
よ

り
、
感
染
症
の
一
類
型
に
格
上
げ
さ
れ
た
（
第
六
条
第
七
項
第
三
号
）。 

感
染
症
法
の
定
め
で
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
感
染
症
の
予
防
施
策
の
総
合

的
か
つ
迅
速
な
実
施
の
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
第
三
条
第
二
項
）。
国
と
地
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
と
関
係
性
で
は
、
厚
生
労
働
大

臣
は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
の
基
本
指
針
を
定
め
（
第
九
条
）、
都
道
府
県
知
事
（
以
下

「
知
事
」
と
い
う
。）
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
予
防
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
第
一
〇
条
）。
ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
知
事
は
、
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向

及
び
原
因
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
（
第
一
五
条
）、
医
師
や
医
療
機
関

等
に
、
対
策
実
施
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
六
条
第
二
項
）。
さ

ら
に
、
知
事
に
お
い
て
は
、
入
院
勧
告
に
従
わ
な
い
者
に
入
院
措
置
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
（
第
一
九
条
）、
汚
染
さ
れ
た
場
所
の
消
毒
を
管
理
者
に
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
（
第
二
七
条
第
一
項
）。
こ
の
よ
う
に
、
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
内
の
ま
ん
延

防
止
措
置
を
最
大
限
に
実
施
す
る
た
め
の
権
限
を
有
す
る
。
知
事
が
同
法
に
基
づ
く
事

務
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
内
容
は
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
さ
れ
、
国
へ
情
報
共
有
が
図

ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
（
第
四
四
条
第
五
項
）。
一
方
、
国
は
、
基
本
的
に
都
道

府
県
に
対
し
て
直
接
的
な
措
置
は
講
じ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で

あ
る
。 

②
特
措
法
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
が
全
国
的
に
拡
大
し
た
場
合
の

対
処
方
法
を
定
め
る
法
律
で
あ
る
。
感
染
症
の
発
生
に
備
え
て
、
国
、
都
道
府
県
及
び

市
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
行
動
計
画
を
定
め
る
（
第
六
条
～
第
八
条
）。
感
染
症
の
発
生
が

現
に
確
認
さ
れ
た
場
合
、
国
は
政
府
対
策
本
部
（
本
部
長
は
内
閣
総
理
大
臣
）
を
設
置

し
（
第
一
五
条
）、
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
全
般
的
な
対
処
方
針
及
び
対
策
実
施
に
関

す
る
重
要
事
項
を
定
め
た
基
本
的
対
処
方
針
を
定
め
（
第
一
八
条
）、
本
部
長
の
権
限
と

し
て
、
基
本
的
対
処
方
針
に
基
づ
き
、
指
定
行
政
機
関
24

や
知
事
等
が
実
施
す
る
対
策

に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
〇
条
第
一
項
）。
政
府
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
対
策
本
部
（
本
部
長
は
知
事
）
を
設
置

し
（
第
二
二
条
）、
対
策
実
施
に
必
要
な
要
請
を
国
に
、
協
力
要
請
を
公
私
の
団
体
と
個

人
に
対
し
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
四
条
第
八
項
、
第
九
項
）。 

さ
ら
に
、
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
政
府
対
策
本
部
長
は
緊
急
事
態
宣

言
を
発
出
す
る
こ
と
が
で
き
（
第
三
二
条
）、
指
定
行
政
機
関
や
知
事
等
に
、
必
要
な
指

示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
三
条
第
一
項
）。
当
該
事
態
に
お
い
て
、
知
事
は
、
関

係
市
町
村
等
に
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
加
え（
第
三
三
条
第
二
項
）、

一
一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



知
事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
で
、
住
民
に
対
し
外
出
自
粛
の
協
力
要
請
や
、
催
物
の

制
限
・
停
止
、
学
校
の
休
校
措
置
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
四
五
条
）。
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
と
、
市
町
村
に
も
対
策
本
部
（
本
部
長
は
市
長
村
長
）
が
設
置

さ
れ
（
第
三
四
条
）、
当
該
区
域
の
総
合
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
知
事
を
介
し
て
指
定

行
政
機
関
へ
必
要
な
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
六
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
特
措

法
で
は
、
国
が
知
事
等
へ
指
示
が
で
き
る
一
方
、
知
事
や
市
町
村
長
も
国
に
対
し
必
要

な
要
請
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
国
、
知
事
、
市
町
村
長
の
相
互
の
協
力
に
よ

り
対
策
を
講
じ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。 

③
検
疫
法
は
、
国
外
か
ら
の
、
感
染
症
の
病
原
体
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す

る
法
律
で
、
外
国
か
ら
来
航
す
る
船
舶
と
航
空
機
に
対
す
る
検
疫
所
（
厚
生
労
働
省
の

施
設
等
機
関
）
で
行
う
業
務
に
つ
い
て
定
め
る
。
検
疫
所
長
は
、
感
染
症
に
罹
患
し
た

者
、
又
は
罹
患
の
恐
れ
の
あ
る
者
を
、
所
長
が
指
定
す
る
医
療
機
関
や
宿
泊
施
設
等
に

停
留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
四
条
第
一
項
、
第
二
項
）。
検
疫
所
の
業
務
は
、
必

要
に
応
じ
て
検
疫
所
が
所
在
す
る
地
域
の
医
療
機
関
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
病
原
体
の

拡
散
を
防
ぐ
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。 

 

二二
．．
一一
．．
二二  

  

国国
のの
体体
制制  

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め
ぐ
る
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
政
治
過
程
や
両

者
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
論
じ
た
竹
中
治
堅
氏
は
、「
感
染
症
と
い
う
政
策
分
野
で
は
国

に
加
え
、
都
道
府
県
、
そ
し
て
、
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
が
感
染
症
に
対
処
す
る
政

策
を
立
案
し
、
実
施
す
る
権
限
を
持
つ
」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
複
数
の
政
治
ア

ク
タ
ー
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
25

。
竹
中
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
対
策
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
国
と
地
方

公
共
団
体
と
の
関
係
性
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
や
役
割
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
は
割
愛
し
、
以

下
、
国
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
体
制
に
焦
点
を
当
て
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
26

。 

 

国
の
体
制
に
関
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
初
期
に
、
政
府
対

策
本
部
決
定
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
」（
令
和
二
年
二
月

二
五
日
）
に
お
い
て
、「
今
後
、
本
方
針
に
基
づ
き
、
順
次
、
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と

す
る
各
府
省
が
連
携
の
上
、
今
後
の
状
況
の
進
展
を
見
据
え
て
、
所
管
の
事
項
に
つ
い

て
、
関
係
者
等
に
所
要
の
通
知
を
発
出
す
る
な
ど
各
対
策
の
詳
細
を
示
し
て
い
く
」
27

と

記
載
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
の
行
政
機
関
に
お
い
て
は
、
政
府
対
策
本
部
の
基
本
方

針
に
基
づ
い
て
、
各
府
省
が
連
携
し
な
が
ら
、
各
々
の
所
管
事
項
に
係
る
コ
ロ
ナ
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



二二
．．
二二  

「「
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
対対
策策
のの
基基
本本
的的
対対
処処
方方
針針
」」
かか
らら
見見
るる
ココ
ロロ

ナナ
対対
策策
業業
務務  

   

国
の
行
政
機
関
に
お
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
取
組
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
事
務
事
業
の
具
体
的
な
取
組
内
容
と
、
当
該
業

務
を
担
当
す
る
省
庁
（
部
局
・
課
）
の
特
定
が
、
ひ
い
て
は
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
保
存

期
間
満
了
時
の
措
置
の
判
断
に
重
要
な
情
報
と
な
り
得
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
本
稿
で

は
、
政
府
対
策
本
部
が
定
め
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処

方
針
」（
以
下
「
基
本
的
対
処
方
針
」
と
い
う
。）
に
掲
げ
ら
れ
る
「
三 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
」（
以
下
「
重
要
事
項
」
と
い
う
。）

の
各
項
目
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
内
容
と
担
当
省
庁
（
部
局
・
課
）
を
特
定
し
、

本
稿
の
最
後
に
掲
載
し
た
【
参
考
資
料
】
と
し
て
整
理
し
た
。
特
定
作
業
は
、
各
行
政

機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
国
民
や
都
道
府
県
へ
の
情
報
提
供
、
通

知
や
事
務
連
絡
、
会
議
資
料
、
年
次
報
告
書
等
の
情
報
を
参
考
に
行
っ
た
28

。 

な
お
、
基
本
的
対
処
方
針
を
ベ
ー
ス
と
し
た
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①

コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
業
務
は
多
岐
に
渡
る
こ
と
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

貌
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
基
本
的
対
処
方
針
は
、
特
措
法
に
基
づ
き
定
め
る
も

の
で
あ
り
国
の
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
業
務
を
把
握
す

る
端
緒
と
し
て
は
資
料
と
し
て
有
用
と
考
え
た
。
基
本
的
対
処
方
針
は
、
令
和
二
年
三

月
二
八
日
に
初
め
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
令
和
四
年
一
一
月
二
〇
日
現
在
、
筆
者
が

確
認
し
た
限
り
四
三
回
変
更
さ
れ
て
い
る
。
重
要
事
項
の
項
目
も
、
時
々
の
感
染
拡
大

状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
各
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
更
新
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
稿
で
は
、
本
文
執
筆
時
の
令
和
三
年
一
一
月
一
九
日
の
方
針
29

を
用
い
た
。 

 

二二
．．
二二
．．
一一  

国国
民民
やや
企企
業業
等等
へへ
のの
適適
切切
かか
つつ
迅迅
速速
なな
情情
報報
提提
供供
・・
発発
信信  

   

基
本
的
対
処
方
針
の
重
要
事
項
に
は
、以
下
の
と
お
り
、一
○
項
目
が
掲
げ
ら
れ
る
。

(

１)

情
報
提
供
・
共
有
、(

２)

ワ
ク
チ
ン
接
種
、(

３)

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
情
報
収
集
、(

４)

検
査
、(

５)

ま
ん
延
防
止
、(

６)

水
際
対
策
、(

７)

医
療
提
供
体
制
の
強
化
、(

８)

治
療

薬
の
実
用
化
と
確
保
、(

９)

経
済
・
雇
用
対
策
、(

１０)

そ
の
他
重
要
な
留
意
事
項
30

。 

実
際
の
取
組
の
上
で
は
、
連
関
し
て
行
わ
れ
る
項
目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、

（
１
）
を
「
国
民
や
企
業
等
へ
の
適
切
か
つ
迅
速
な
情
報
提
供
・
発
信
」、(

２)

～(

４)

及
び(

６)

～(

８)

を
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
る
拡
大
防
止
対
策
及
び
医
療
体
制
の
強

化
」、(

９)

及
び(

１０)

を
「
経
済
・
雇
用
対
策
及
び
そ
の
他
重
要
な
留
意
事
項
」
に
分
類

し
て
、
各
事
項
の
具
体
的
な
取
組
内
容
の
特
徴
点
等
を
挙
げ
る
。
な
お
、
具
体
的
な
取

組
を
挙
げ
る
際
に
は
、
文
中
又
は
文
末
に
、
重
要
事
項
の
該
当
す
る
項
目
番
号
を
記
載

し
て
い
る
。（
例:(

１)

④
）。 

 

国
民
や
企
業
等
へ
の
適
切
か
つ
迅
速
な
情
報
提
供
・
発
信
に
関
し
て
、
各
行
政
機
関

は
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

と
い
っ
た
特
別
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
当
該
機
関
で
実
施
し
て
い
る
取
組
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
提
供
は
全
行
政
機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま

た
、
各
行
政
機
関
は
、
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
対
策
推
進
室
や
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
国
に
お
け
る
対
策
の
最

新
情
報
を
国
民
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

具
体
的
な
取
組
の
例
と
し
て
、
重
要
事
項
の
「
厚
生
労
働
省
は
、
感
染
症
や
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
迅
速
に
情
報
を
公
開
す
る
」
に
関
し
て
、
厚
生
労
働
省
健

康
局
結
核
感
染
症
課
は
、
省
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
現
在
の
状
況
と
厚
生
労
働
省
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
毎
日
更
新
し
、
国

内
の
感
染
拡
大
状
況
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
件
数
、
空
港
検
疫
の
状
況
、
相
談
窓
口
の

一
三

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



案
内
、
国
外
の
発
生
状
況
、
厚
生
労
働
省
発
出
の
通
知
・
事
務
連
絡
一
覧
等
に
つ
い
て

最
新
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
（(

１)

④
）。 

情
報
提
供
の
実
施
方
法
や
内
容
面
に
注
目
す
る
と
、
政
府
広
報
テ
レ
ビ
や
政
府
広
報

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
民
放
Ｃ
Ｍ
で
広
報
を
実
施
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
の
作
成
等
、
文
書
に
限
ら
ず
多
様
な
媒
体
を
用
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る

（(

１)

①
、(

１)

③
）。
ま
た
、
重
要
事
項(

１)

以
外
の
事
項
に
も
該
当
す
る
が
、
都
道
府

県
等
に
発
出
し
た
事
務
連
絡
や
通
知
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
発
出
し
た
も
の
も
含
め
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
も
、
今
回
の
事
態
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。 

後
世
へ
の
教
訓
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
情
報
を
ま
と
め
た
各
行
政
機

関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
は
、
各
時
期
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
取
組
や
、
感
染
拡
大

状
況
に
係
る
情
報
が
分
か
る
記
録
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
更
新
の
都
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
情
報
を
残
す
必
要
は
な
い
か
。
ま
た
、
課
長
通
知
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
も
、情
報
発
信
の
記
録
と
し
て
残
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二二
．．
二二
．．
二二  

ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
等等
にに
よよ
るる
拡拡
大大
防防
止止
対対
策策
及及
びび
医医
療療
体体
制制
のの
強強
化化  

 

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
検
査
が
必
要
な
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等

の
実
施
、
ひ
っ
迫
す
る
医
療
体
制
の
強
化
、
治
療
薬
の
実
用
化
や
確
保
と
い
っ
た
、
感

染
症
分
野
に
係
る
対
策
は
、
感
染
症
を
所
管
す
る
厚
生
労
働
省
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
特
に
、
厚
生
労
働
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
（
以

下
「
厚
労
省
対
策
推
進
本
部
」
と
い
う
。）
及
び
健
康
局
結
核
感
染
症
課
か
ら
、
都
道
府

県
等
に
対
す
る
事
務
連
絡
や
通
知
の
発
出
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
、
厚

労
省
対
策
推
進
本
部
及
び
健
康
局
結
核
感
染
症
課
の
組
織
概
要
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
具
体
的
な
取
組
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。 

厚
労
省
対
策
推
進
本
部
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
関

係
部
局
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
厚
生
労
働
省
が
一
体
と
な
り
、
そ
の
効
果
的
か
つ
総
合

的
な
推
進
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
二
年
一
月
二
八
日
に
設
置
さ
れ
た
31

。
厚

生
労
働
省
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
当
た
る
と
し
て
、厚
生
労
働
大
臣
を
本
部
長
と
し
、

官
房
長
や
審
議
官
等
含
め
局
長
級
が
本
部
員
と
な
り
構
成
さ
れ
る
。
厚
労
省
対
策
推
進

本
部
の
下
に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
必
要
と
な
る
医
療
・
公
衆
衛
生
分
野
の
専
門
的
・
技
術
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
に
対
し
必
要
な
助
言
等
を
行
う
」
た
め
の
専
門
的
な
組
織
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
32

。 

重
要
事
項
に
係
る
取
組
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
者
が
健
康
状
態

等
を
入
力
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

(H
ER-SYS)

」
の
開
発
・
運
用
や
（(

３)

③
）、
全
国
の
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
従
事

者
の
数
、
検
査
数
、
医
療
機
器
等
の
状
況
を
一
元
的
に
管
理
す
る
「
医
療
機
関
等
情
報

支
援
シ
ス
テ
ム
（G

-M
IS

）」
の
運
用
（(

３)

⑧
）
に
加
え
、
同
シ
ス
テ
ム
で
収
集
し
た

情
報
の
分
析
結
果
や
取
り
ま
と
め
情
報
の
公
表
を
実
施
し
て
い
る
（(

７)

４
）
①
）。 

シ
ス
テ
ム
面
以
外
に
も
、
治
療
薬
の
確
保
や
（(

８)

２
）
①
）、
来
所
せ
ず
と
も
治
療

薬
を
入
手
で
き
る
環
境
作
り
の
支
援
（(

７)

２
）
③
）
等
、
国
民
の
医
療
や
健
康
に
直

接
繋
が
る
取
組
も
担
当
し
て
い
る
。 

健
康
局
結
核
感
染
症
課
は
、
「
エ
イ
ズ
、
結
核
そ
の
他
の
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん

延
の
防
止
並
び
に
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
こ
と
（
他
局
等
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く
）」、「
感
染
症
に
よ
り
公
衆
衛
生
上
重
大
な
危
害
が
生
じ
、
又
は
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
の
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
こ
と
」
及
び
「
港
及
び
飛
行
場
に

お
け
る
検
疫
に
関
す
る
こ
と
（
医
薬
・
生
活
衛
生
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
）」
33

を
所
掌
し
て
お
り
、
感
染
症
の
ま
ん
延
と
い
う
事
態
に
お
い
て
、
主
管
と
な
る
課
で
あ

る
。
重
要
事
項
に
係
る
取
組
で
は
、
前
項
に
記
し
た
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
国
内
及
び
国
外
に
お
け
る
拡
大
状
況
を
日
々
公
表
す
る
と
と
も
に
（(

１)

④
）、

一
四

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察
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後
遺
症
に
関
す
る
調
査
研
究
の
実
施
（(

３)

⑨
）、
治
療
薬
の
開
発
事
業
に
関
す
る
公
募

（(
８)
１
）
①
）
等
、
今
後
の
リ
ス
ク
も
考
慮
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

記
載
し
た
業
務
以
外
に
も
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
検
疫
業
務
（
検
疫
所
、(

６)

①
）
、
医
薬
品
確
保
（
医
薬
・
生
活
衛
生
局
医
薬
品
審
査
管
理
課
、（(

８)

２
）
③
④
）、

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
コ
ロ
ナ
対
策
（
子
ど
も
家
庭
局
等
、(

７)

１
）
⑤
）
等
、
重
要
事

項
に
掲
げ
ら
れ
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
部
局
が
多
数
あ
り
、
移
管
に
該
当
す
る
文
書

を
保
有
す
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

二二
．．
二二
．．
三三  

経経
済済
・・
雇雇
用用
対対
策策
及及
びび
そそ
のの
他他
重重
要要
なな
留留
意意
事事
項項  

   

国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
生
活
に
支
障
が
出
て
い

る
国
民
や
事
業
者
事
業
向
け
に
、
多
数
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る(

９)

。 

以
下
に
挙
げ
る
の
は
支
援
策
の
一
事
例
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
経
済
産
業
省
及
び
中

小
企
業
庁
は
、
経
営
者
向
け
の
支
援
を
複
数
実
施
し
て
お
り
、
飲
食
店
経
営
者
に
対
し

て
は
、
令
和
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
等
で
新
た
な
補
助
金
を
創
設
し
、
従
業
員
の
休

業
手
当
等
の
た
め
の
助
成
金
を
最
大
全
額
支
給
す
る
ほ
か
、
新
分
野
展
開
な
ど
の
事
業

再
構
築
に
最
大
一
億
円
補
助
す
る
な
ど
、
経
済
社
会
活
動
の
継
続
を
図
る
た
め
の
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
内
閣
府
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
の
年
収
が
九
六
○

万
円
以
上
の
世
帯
を
除
き
、
高
校
三
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
一
人
当
た

り
一
○
万
円
相
当
を
臨
時
給
付
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

そ
の
他
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
重
要
事
項
で
は
、
感
染
者
や
医
療
関
係
者
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
等
を
防
ぐ
た
め
、
国
民
へ
の
普
及
啓
発
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
国

民
へ
の
普
及
啓
発
の
業
務
は
、
政
府
対
策
本
部
の
分
科
会
に
置
か
れ
た
「
偏
見
・
差
別

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
、
令
和
二
年
一
一
月
に
偏
見

や
差
別
等
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
こ
と
34

、
及
び
特
措
法
第
十

三
条
第
二
項
（
患
者
等
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
を
防
ぐ
た
め
の
広
報
や
啓
発
活
動
等

の
実
施
）
を
踏
ま
え
て
、
人
権
擁
護
や
人
権
教
育
を
所
管
す
る
法
務
省
が
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
差
別
や
偏
見
に
当
た
る

具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
差
別
に
悩
ん
で
い
る
方
向
け
に
人
権
相
談
窓
口
を

案
内
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
政
府
等
の
取
組
を
周
知

す
る
た
め
、
関
係
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
行
政
機
関
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
案
内
し

て
い
る
。
法
務
省
に
お
い
て
は
、
政
府
広
報
や
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
を
用
い
て
人
権
へ
の
配

慮
を
呼
び
掛
け
る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
座
談
会
の
議
論
を
公
開
す
る

な
ど
、
国
民
に
向
け
た
普
及
啓
発
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
（(

１０)

１
）
①
②
③
）。 

 

二二
．．
三三  

小小
括括  

   

本
章
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
係
す
る
法
律
を
確
認
し
た
上
で
、
国
の
体
制
に
関
し

て
は
、
政
府
対
策
本
部
の
総
合
調
整
や
指
示
の
下
で
、
各
行
政
機
関
が
所
管
事
項
に
係

る
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
国
の
行
政
機
関
が
実
施

し
て
い
る
主
な
コ
ロ
ナ
対
策
業
務
の
具
体
的
な
取
組
内
容
と
担
当
省
庁
（
部
局
・
課
）

に
つ
い
て
、
基
本
的
対
処
方
針
の
重
要
事
項
に
紐
づ
け
て
整
理
し
た
。
以
下
、
第
三
章

で
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
を
検
討
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
本

章
で
確
認
で
き
た
事
項
や
留
意
事
項
を
記
す
。 

 

ま
ず
、
感
染
症
対
策
の
法
的
枠
組
に
お
い
て
、
国
の
み
が
対
策
を
行
う
わ
け
で
は
な

く
、
特
に
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
知
事
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
国

と
地
方
公
共
団
体
は
、
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
必
要
な
指
示
や
要
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
関
係
に
あ
る
。
こ
う
し
た
体
制
を
踏
ま
え
る
と
、
地
方
公
共
団
体
と
の
調
整

の
経
緯
や
意
見
聴
取
等
の
文
書
は
、
今
後
同
様
の
事
態
が
起
こ
っ
た
際
に
教
訓
と
し
て

参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
五
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次
に
、
国
に
お
け
る
取
組
は
、
政
府
対
策
本
部
の
下
に
厚
生
労
働
省
を
中
心
に
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
各
行
政
機
関
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
文
書
は
、
各
々
の
担
当
分
野
や

説
明
責
任
を
確
認
す
る
文
書
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、【
参
考
資
料
】
の
担
当
省
庁
・
部
局
に
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
感
染
症
を
所

管
す
る
厚
生
労
働
省
の
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
は
、
移
管
に
該
当
す
る
文
書
が
多
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
厚
労
省
対
策
推
進
本
部
及
び
健
康
局
結
核
感
染
症
課
は
、
基
本

的
対
処
方
針
に
掲
げ
ら
れ
る
重
要
事
項
を
多
数
所
管
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
文

書
を
保
存
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
厚
生
労
働
省
以
外
の
多
く
の
行
政
機
関
に
お
い

て
も
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
・
共
有
や
経
済
対
策
に
関
し
て
は
、
幅
広
く
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
業
務
で
作
成
・
取
得
さ
れ
る
文
書
は
、
行
政
機
関
一
律
に
移
管

す
る
文
書
の
範
囲
や
類
型
を
定
め
て
、
後
世
に
残
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三三  

ココ
ロロ
ナナ
行行
政政
文文
書書
のの
移移
管管
にに
係係
るる
基基
本本
的的
考考
ええ  

  

本
章
で
は
、
ま
ず
、
国
際
公
文
書
館
会
議
等
の
声
明
と
、
米
国
国
立
公
文
書
館
の
記

録
管
理
に
関
す
るFAQ

s

を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
記
録
の
管
理
に
関
す
る
国
際
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
認
識
を

確
認
す
る
。
最
後
に
、
国
際
的
な
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
第
二
章
ま
で
に
検
討
し
た
、

コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
の
現
状
及
び
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
事
務
事
業
の
整
理
を
踏
ま

え
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
の
案
を
提
示
す
る
。 

  三三
．．
一一  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
のの
記記
録録
管管
理理
にに
関関
すす
るる
国国
際際
的的
なな
動動
向向  

三三
．．
一一
．．
一一  

国国
際際
公公
文文
書書
館館
会会
議議
等等
にに
よよ
るる
声声
明明  

   

令
和
二
年
五
月
四
日
付
け
で
、
国
際
公
文
書
館
会
議
（International Council on 

Archives: ICA

）
と
国
際
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
会
議
（International Conference 

of Inform
ation Com

m
ission: ICIC

）
35

は
、
共
同
声
明
「CO

VID
-19: 

記
録
を
残

す
義
務
は
危
機
的
状
況
下
で
も
失
わ
れ
ず
、
よ
り
不
可
欠
と
な
る
（
原
題CO

VID
-19: 

The duty to docum
ent does not cease in a crisis, it becom

es m
ore 

essential

）」
を
、ICA

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
た
36

。
本
声
明
は
、
同
日
に
ユ

ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
、U

nited N
ations Educational, 

Scientific and Cultural O
rganization: U

N
ESCO

）
が
発
表
し
た
声
明
37

を
踏

ま
え
た
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
「
各
機
関
の
意
思
決
定
や
活

動
を
、
現
在
と
将
来
の
た
め
に
記
録
に
残
す
」
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
全
世
界
の
政
府
、

企
業
、
研
究
機
関
、
そ
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
に
対
し
て
以
下
の
三
つ
の
行
動
を
呼

び
掛
け
た
。 

一
つ
目
に
、
「
決
定
は
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
政
府
に
よ
る
決
定

の
基
盤
、
決
定
事
項
そ
の
も
の
、
そ
し
て
関
与
し
た
上
位
の
意
思
決
定
者
を
網
羅
的
に

記
録
す
る
こ
と
は
、
緊
急
事
態
の
渦
中
と
そ
の
後
の
政
府
の
説
明
責
任
を
確
保
す
る
た

め
に
、
そ
し
て
将
来
の
教
訓
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
つ
い

て
、
長
期
的
に
保
存
可
能
な
形
式
で
あ
る
か
も
考
慮
し
な
が
ら
、
記
録
を
管
理
す
る
こ

と
を
求
め
る
。 

二
つ
目
に
、
「
全
て
の
機
関
に
お
い
て
、
記
録
及
び
デ
ー
タ
が
保
護
・
保
存
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
営
利
団
体
は
業
務
を
継
続
し
、
権
利
や
資
格
を
証
明
す

る
こ
と
に
加
え
、
政
府
の
助
成
金
を
申
請
す
る
た
め
に
も
団
体
の
根
幹
を
な
す
記
録
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
研
究
・
教
育
機
関
の
う
ち
特
に
ワ
ク
チ
ン
開

発
に
関
わ
る
機
関
に
お
い
て
は
、
記
録
と
生
デ
ー
タ
を
正
確
か
つ
適
切
に
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
一
方
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
時
と
同
じ
く
、「
記
録
の
保
管
者
」
と
し
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
関
す
る
「
記

録
の
要
」
と
な
る
よ
う
呼
び
掛
け
る
。 
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三
つ
目
に
、
「
活
動
停
止
（
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
）
期
に
は
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
保
存
、
そ
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
促
進
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
影

響
が
出
る
中
で
、
事
業
を
廃
止
し
た
企
業
や
民
間
団
体
の
記
録
を
確
保
し
、
保
存
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
に
対
し
て
は
、
記
録
管
理
者
と
し

て
、
紙
文
書
に
留
ま
ら
ず
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
ラ
フ
デ
ー
タ
、
生
デ
ー
タ
と
い
っ
た
複

雑
な
デ
ジ
タ
ル
媒
体
も
含
め
、長
期
的
に
保
存
可
能
か
記
録
の
形
式
に
も
留
意
し
つ
つ
、

記
録
の
保
存
に
中
心
的
役
割
を
務
め
る
こ
と
を
求
め
る
。 

 

三三
．．
一一
．．
二二  

米米
国国
国国
立立
公公
文文
書書
館館
のの
記記
録録
管管
理理
にに
関関
すす
るるFFAAQQss  

   

米
国
国
立
公
文
書
館
は
、
令
和
二
年
四
月
二
三
日
付
け
で
、
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

「CO
VID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
記
録
管
理
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問
（
原
題

Frequently Asked Q
uestions (FAQ

s) About Records M
anagem

ent 
D

uring the CO
VID

-19 Pandem
ic

）」
を
掲
載
し
た
38

。
こ
のFAQ

s

は
、
連
邦

政
府
機
関
及
び
政
府
と
契
約
し
て
い
る
請
負
業
者
に
適
用
さ
れ
る
。FAQ

s

は
、「
テ
レ

ワ

ー

ク

に

関

す

る

記

録

管

理

（Records 
M

anagem
ent 

Related 
to 

Telew
orking

）」
と
「
記
録
の
保
持
（Records Retention

）」
の
二
項
目
で
、
連
邦

政
府
の
記
録
と
し
て
管
理
対
象
と
な
る
も
の
や
、CO

VID
-19

の
記
録
管
理
に
関
す
る

米
国
国
立
公
文
書
館
の
方
針
を
示
す
。 

 

「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
記
録
管
理
」
で
は
、
前
提
と
し
て
、
在
宅
勤
務
で
あ
っ
て

も
、
政
府
の
記
録
管
理
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
と
手
順
の
遵
守
は
必
須
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
個
人
の
電
子
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
等
を
使
用
し
て
発
生

し
た
記
録
は
、
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
コ
ピ
ー
す
る
等
の
方
法
で
、
政
府
の
記
録
と
し
て

管
理
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
発
生
す
る
記
録
も
保
存
が
必

要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
在
宅
勤
務
時
に
自
宅
で
公
的
記
録
を
印
刷
す
る
場
合
、
印
刷

行
為
自
体
を
許
可
し
て
よ
い
か
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
印
刷
物
に
手
書

き
メ
モ
な
ど
に
よ
る
固
有
の
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
は
別
に
管

理
す
る
よ
う
注
意
を
求
め
る
。 

 

こ
こ
で
、
簡
単
に
米
国
の
連
邦
政
府
の
記
録
管
理
の
仕
組
み
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

米
国
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
の
記
録
は
、
文
書
の
類
型
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
処
分
計
画

を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
39

。
処
分
計
画
に
は
、
複
数
の
政
府
機
関
に
共
通
す
る

記
録
を
対
象
と
す
るG

RS

（G
eneral Records Schedules)

と
、
各
機
関
特
有
の
記

録
を
対
象
と
す
るRCS

（Records control Schedules

）
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
そ

の
策
定
や
改
訂
に
は
、
米
国
国
立
公
文
書
館
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。FAQ

s

の
「
記

録
の
保
持
」
で
は
、CO

VID
-19

の
記
録
専
用
の
新
し
いG

RS

を
作
る
予
定
は
な
い

が
、
政
府
機
関
で
共
通
す
る
記
録
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
、GRS

の
拡
張
を
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
40

。 

 
CO

VID
-19

の
記
録
は
、
既
存
のG

RS5.3

「
継
続
的
計
画
又
は
緊
急
時
に
お
け
る

計
画
に
関
す
る
記
録
（Continuity and Em

ergency Planning Records

）」
に
該

当
す
る
と
さ
れ
る
が
、G

RS5.3

が
対
象
と
す
る
緊
急
時
に
お
け
る
計
画
は
、
連
邦
政

府
機
関
の
内
部
計
画
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
へ
の
緊
急
対
応
や
公
衆
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
対
応
記
録
、
ま
た
外
部
の
緊
急
計
画
に
関
す
る
記
録
は
対
象
と

し
な
い
た
め
、FAQ

s

で
は
、
各
機
関
の
既
存
のRCS

に
お
い
て
こ
れ
ら
を
包
括
で
き

る
か
確
認
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。 

 
FAQ

s

で
興
味
深
い
の
が
、CO

VID
-19

に
関
連
す
る
記
録
を
永
久
保
存
す
る
か
に

つ
い
て
米
国
国
立
公
文
書
館
が
慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
政
府
機
関
の
重

要
な
対
応
を
記
し
た
記
録
が
、
既
存
の
処
分
計
画
に
該
当
す
る
も
の
が
多
数
あ
る
と
予

想
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
一
部
は
永
久
保
存
か
も
し
れ
な
い
し
、
一
部
は
一
時
的
な

可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、
永
久
保
存
に
は
慎
重
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
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七
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の
緊
急
事
態
の
中
で
、
新
た
な
部
局
が
発
足
し
た
場
合
、
又
は
固
有
の
部
局
で
も
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
固
有
の
新
た
な
責
任
が
追
加
さ
れ
た
場
合
、
若
し
く
は
業
務
の
重
要
度
が

増
し
た
場
合
は
、
既
存
の
処
分
計
画
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
新
た
な

処
分
計
画
を
作
成
し
、
米
国
国
立
公
文
書
館
の
承
認
を
得
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
各

機
関
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
応
し
た
記
録
に
つ
い
て
、
政
府
全
体
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

対
応
の
中
で
、
記
録
の
永
続
的
な
価
値
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。 

 

三三
．．
二二  

ココ
ロロ
ナナ
行行
政政
文文
書書
のの
移移
管管
にに
係係
るる
基基
本本
的的
考考
ええ
のの
検検
討討  

   

前
段
ま
で
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
を
検
討
し
、

案
を
提
示
す
る
。
本
稿
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
移

管
に
係
る
基
本
的
考
え
に
つ
い
て
」（
平
成
二
四
年
六
月
一
八
日
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文

書
管
理
課
・
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
）
の
別
添
の
形
式
に
の
っ
と
り
、
整
理
を

行
う
。
そ
の
理
由
は
、
個
別
の
事
態
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
に
関
す
る

詳
細
な
基
準
が
示
さ
れ
た
の
は
こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
関
連
の
み
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

行
政
文
書
も
同
様
の
形
式
と
し
た
ほ
う
が
、
行
政
機
関
の
職
員
が
参
照
し
や
す
い
と
考

え
る
た
め
で
あ
る
。 

 

三三
．．
二二
．．
一一  

検検
討討
にに
当当
たた
っっ
てて
のの
留留
意意
点点  

   

本
項
で
は
、
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
の
案
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
を

述
べ
る
。 

 

第
一
に
、
基
本
的
に
課
長
通
知
で
移
管
又
は
廃
棄
と
さ
れ
た
事
項
は
踏
襲
す
る
。
た

だ
し
、
課
長
通
知
の
「
感
染
症
予
防
対
策
」
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
の
全
体
に
係
る
よ

う
な
も
の
は
、
行
政
文
書
の
名
称
が
抽
象
的
で
あ
る
場
合
、
含
ま
れ
る
文
書
の
内
容
が

分
か
ら
な
い
た
め
案
に
は
取
り
入
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、「
決
裁
文
書
」「
政
務
・

幹
部
等
か
ら
の
指
示
」
等
は
、
事
務
事
業
の
中
の
一
文
書
で
あ
っ
て
、
移
管
と
す
る
事

務
事
業
を
示
せ
ば
自
ず
と
移
管
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
取
り
入
れ
な
い
こ
と
と
す

る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
別
表
第
二
の
事
項
に
該
当
す
る

も
の
は
当
該
欄
に
、
該
当
し
な
い
感
染
症
特
有
の
も
の
は
、
２(

５)

欄
に
ま
と
め
る
。 

 

第
二
に
、
２(

５)

欄
に
掲
げ
る
、
感
染
症
対
策
特
有
の
事
務
事
業
で
歴
史
公
文
書
等

の
具
体
例
と
し
て
示
す
も
の
は
、
実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
検
証
で
き
る
よ
う
、
経

緯
や
意
思
決
定
に
至
る
過
程
の
文
書
も
移
管
対
象
と
な
る
よ
う
記
載
を
工
夫
す
る
。 

 

第
三
に
、
全
体
を
包
括
す
る
事
項
と
し
て
、
電
子
公
文
書
の
保
存
方
法
に
関
す
る
こ

と
、
在
宅
勤
務
時
に
作
成
し
た
文
書
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
本
案
で
廃
棄
と
し
た
文

書
も
今
後
歴
史
公
文
書
等
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
留
意
点
と
し
て
２(

６)

欄

に
示
す
。 

 

三三
．．
二二
．．
二二  

移移
管管
にに
係係
るる
基基
本本
的的
考考
ええ
（（
案案
））  

  

前
述
の
留
意
点
を
踏
ま
え
、【
表
５
】
の
と
お
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
事
態
へ
の
対
応
に
関
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え

に
つ
い
て
」（
案
）
を
作
成
し
た
。
灰
色
に
し
た
項
目
が
、
別
表
第
二
の
保
存
期
間
満
了

時
の
措
置
と
異
な
る
も
の
や
、
該
当
業
務
を
追
記
し
た
も
の
、
及
び
本
案
で
新
た
に
設

け
た
も
の
で
あ
る
。
上
か
ら
、
２(

１)

①
に
該
当
す
る
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
措
置
は
、

基
本
的
に
第
一
章
の
【
表
１
】
で
整
理
し
た
課
長
通
知
の
内
容
を
踏
襲
し
た
。
た
だ
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
は
臨
時
の
会
議
体
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

２(

１)
①
２１(
２)

の
審
議
会
等
に
関
し
て
は
、
別
表
第
二
が
「
一
部
移
管
」
で
あ
る
の

に
対
し
て
、「
移
管
（
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
専
門
家
等
を
構
成
員
と
す
る
会
議
、
府
省
内

に
設
置
さ
れ
た
会
議
を
含
む
。）」
と
し
、「
全
て
移
管
」
と
し
た
。
ま
た
、
２(

１)

①
２２

一
八
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の
文
書
管
理
は
、
課
長
通
知
に
は
特
に
記
載
は
な
い
が
、
今
回
の
事
態
が
歴
史
的
緊
急

事
態
に
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
府
省
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管

理
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
移
管
対
象
に
「
コ
ロ
ナ
対
策
に
係

る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
管
理
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
」
を
追
加
し
た
。 

２(

１)

②
は
、
別
表
第
二
と
同
様
に
全
て
移
管
と
し
つ
つ
、
移
管
範
囲
を
拡
張
さ
せ

た
事
項
が
あ
る
。
例
え
ば
、
国
際
会
議
に
関
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
世
界
規
模
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
国
際
機
関(IM

F, ILO
, 

W
H

O
 

等)

に
関
す
る
会
議
以
外
に
も
重
要
な
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
現
時
点
で
各
国
の
情
報
共
有
の
み
で
あ
っ
て
も
後
世
で
重
要
な
記
録
に
な
る
可

能
性
を
考
慮
し
、「
重
要
な
国
際
的
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
会
議
等
を
含
む
。」

と
し
た
。
ま
た
、
統
計
調
査
は
、
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
際
的
な
動
向
と
し
て
調

査
の
元
デ
ー
タ
を
含
め
た
包
括
的
な
保
存
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
基
幹
統
計

調
査
及
び
一
般
統
計
調
査
以
外
の
行
政
機
関
又
は
専
門
家
会
議
等
で
実
施
さ
れ
た
統
計

調
査
及
び
調
査
報
告
の
元
デ
ー
タ
を
含
む
。」
と
し
た
。 

２(

５)

に
は
、
感
染
症
対
策
特
有
の
事
務
事
業
で
、
移
管
と
な
る
歴
史
公
文
書
等
の

具
体
例
を
示
し
た
。
基
本
的
対
処
方
針
の
重
要
事
項
の
事
務
事
業
を
挙
げ
る
よ
う
に
し

た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
治
療
薬
開
発
な
ど
は
医
療
整
備
に
関
す
る
事
業
と
し
て
一
分

類
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
重
要
事
項
の
一
○
項
目
と
項
目
数
は
一
致
し
な
い
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
経
緯
や
意
思
決
定
に
至
る
過
程
の
文
書
も
残
る
よ
う
に
、
例
え
ば
「
医

療
整
備
に
関
す
る
文
書
」
の
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

か
ら
実
施
ま
で
の
段
階
が
跡
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
具
体
例
を
挙
げ
た
。 

２(

６)

注
意
事
項
に
は
、
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え
て
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
係
る
機

関
の
生
デ
ー
タ
の
移
管
に
留
意
す
る
こ
と
に
加
え
、
在
宅
勤
務
に
お
い
て
作
成
し
た
文

書
の
管
理
に
関
す
る
留
意
点
や
、
長
期
的
に
利
用
可
能
な
形
式
に
よ
る
保
存
方
法
等
を

掲
げ
た
。 
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一般的な行政文書ファイル等 コロナ対策に係る行政文書ファイル等
1～10 (略) (略) (略) (ガイドラインに従う)

(1)～(3)　(略) (略) (ガイドラインに従う)
(4)補助金等の交付に関
する重要な経緯

以下について移管
・補助金等の交付の要件に関す
る文書

以下について移管
・補助金等の交付の要件に関する文書
・実績報告書
・補助金の申請や交付の実績を月別・地域別にまとめたもの（個
別の申請や交付に関する文書は除く。）

(5)～(6)　(略) (略) (ガイドラインに従う)
(1)～(3)　(略) (略) (ガイドラインに従う)
(4)補助金等の交付（地
方公共団体に対する交
付を含む。）に関する
重要な経緯

以下について移管
・補助金等の交付の要件に関す
る文書

以下について移管
・補助金等の交付の要件に関する文書
・実績報告書
・補助金の申請や交付の実績を月別・地域別にまとめたもの（個
別の申請や交付に関する文書は除く。）

(5)～(6)　(略) (略) (ガイドラインに従う)
13 職員の人事

に関する事
項

(1)～(4) 廃棄（ただし、閣議等に関わる
ものについては移管）

以下について移管
・閣議等に関わるもの
・組織の各月のテレワーク実施状況をとりまとめたもの（個々の
職員の出勤簿やシフト表は除く。）

⑴告示の立案の検討そ
の他の重要な経緯（１
の項から13の項までに
掲げるものを除く。）

廃棄 移管

⑵訓令及び通達の立案
の検討その他の重要な
経緯（１の項から13の
項までに掲げるものを
除く。）

以下について移管
・行政文書管理規則その他の重
要な訓令及び通達の制定又は改
廃のための決裁文書

移管（通知文書、事務連絡を含む。）

15 予算及び決
算に関する
事項

(1)(2) 以下について移管（※筆者注：
移管の文書については略記して
いる。）
・歳入歳出等見積書類等の作製
の基礎となった方針及び意思決
定等

以下について移管
・ガイドライン別表第２で移管とされている文書
・予算編成、予算執行に関する文書（個別の給付金、交付金、協
力金、各種GoToキャンペーン等に係るものを含む。）

16～
20

(略) (略) (略)
(ガイドラインに従う)

⑴国会審議（１の項か
　ら20 の項までに掲げ
　るものを除く。）

以下について移管
・大臣の演説に関するもの
・会期ごとに作成される想定問
答

移管

⑵審議会等（１の項か
　ら20 の項までに掲げ
　るものを除く。）

以下について移管
・審議会その他の合議制の機関
に関するもの（部会、小委員会
等を含む。）

移管（臨時に設置された専門家等を構成員とする会議、府省内に
設置された会議を含む。）

22 文書の管理
等に関する
事項

文書の管理等 以下について移管
・移管・廃棄簿

以下について移管
・移管・廃棄簿
・コロナ対策に係る行政文書ファイル等の管理状況を取りまとめ
たもの

移管 (ガイドラインに従う)

移管 移管（重要な国際的意思決定が行われていない会議等を含む。）

移管 (ガイドラインに従う)
移管 移管（基幹統計調査及び一般統計調査以外の行政機関又は専門家

会議等で実施された統計調査及び調査報告の元データを含む。）
移管 (ガイドラインに従う)

移管 移管（ホームページ掲載情報及びSNSで発信した情報、映像、音
声、ポスター、チラシ等、国民や企業等への情報提供・発信に関
す文書。政務が大臣等の立場で発信した情報を含む。）

移管 移管（政務三役のほか、各府省局長及び政府の会議を代表する有
識者の記者会見を含む。）

移管 (ガイドラインに従う)

　一般的な行政文書ファイル等の保存期間満了時の措置の判断については、行政文書の管理に関するガイドライン（以下「ガイドライン」とい
う。）別表第２「保存期間満了時の措置の設定基準」に基づき行われている。新型コロナウイルス感染症に係る事態への対応に関する行政文書
ファイル等（以下「コロナ対策に係る行政文書ファイル等」という。）については、ガイドライン別表第２の ２ (2) ①の「特に重要な政策事
項等」に該当するため、同表に列記している保存期間満了時の措置にかかわらず移管が必要になるとの考え方を踏まえ、同ファイルの保存期間
満了時の措置の判断については、以下の考えにより行うこととする。

１１  基基本本的的考考ええ方方（ガイドラインに従う）

２２  具具体体的的なな移移管管・・廃廃棄棄のの判判断断基基準準
　　１の基本的考え方に基づいて、個別の行政文書ファイル等の保存期間満了時の措置（移管・廃棄）の判断については、以下の (1)～(6) に
　沿って行うものとし、いずれかの基準において移管と判断される場合には移管するものとする。

　(1)　業務単位での保存期間満了時の措置
　　① 別表第１に掲げられた業務に係る行政文書ファイル等の保存期間満了時の措置については、次の表（用語の意義は、別表第１の用語の意
　　義による。）の右欄のとおりとする。

国会及び審
議会等にお
ける審議等
に関する事
項

21

保存期間満了時の措置
事項 業務の区分

11 個人の権利
義務の得喪
及びその経
緯

12 法人の権利
義務の得喪
及びその経
緯

告示、訓令
及び通達の
制定又は改
廃及びその
経緯

14

各行政機関において実施・運用している制度
について、制度を所管する行政機関による当
該制度の運用状況の把握等に関する事項

国際会議

国際協力・国際交流
統計調査

その他の事項　年次報告書

その他の事項　広報資料

その他の事項　大臣記者会見録

その他の事項　大臣等の事務引継書

【【表表５５】】「「新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にに係係るる事事態態へへのの対対応応にに関関すするる行行政政文文書書フファァイイルル等等のの移移管管にに係係るる基基
本本的的考考ええににつついいてて」」（（案案））

② 以下の左欄の事項に係る歴史公文書等の具体例は、右欄のとおりであることから、これらの歴史公文書等を含む行政文書ファイル等を移管す
ることとする。
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(6)注意事項

　「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（令和２年３月28日新型コロナウイルス感染症対策本部決定）その他の新型コロナウイ
ルス感染症に係る事態への対応に関する基本方針等の立案、経緯、公表に関する文書

・政策の決定又は了解を行う会議等に関する文書（開催日時、開催場所、出席者、議題、発言者及び発言内容を記載した議事の記録、決
定又は了解を記録した文書、配布資料等）
・政策の決定又は了解を行わない会議等に関する文書（活動期間、活動場所、チームの構成員、その時々の活動の進捗状況や確認事項
（共有された確認事項、確認事項に対して構成員等が具体的に採った対応等）を記載した文書、配布資料等）
・上記のほか、各府省において設置・運営された会議等に関する文書

　医療整備に関する文書

　感染状況及び経済や社会への影響を記録した文書

・国民へのワクチン接種に係る開発、調達、方針、計画、実施に関する文書
・PCR検査及び抗原抗体検査等に係る開発、調達、方針、計画、実施に関する文書
・医療提供体制の強化に係る研究、調達、方針、計画、実施、医療人材の確保に関する文書
・治療薬の実用化と確保に係る開発、調達、方針、計画、実用化に関する文書

(2)　（ガイドラインに従う）
(3)　該当する文書はない。

・感染状況に係る情報収集・サーベイランスに関する文書、感染状況を記録した文書、感染状況の変化に関する分析・評価文書
・経済や社会への影響に係る情報収集・サーベイランスに関する文書、影響状況を記録した文書、影響状況の変化に関する分析・評価文
書

※ガイドライン別表第２の記載から変更している箇所を灰色で表している。

　 ①「移管」とされている文書が含まれている行政文書ファイル等はすべて移管することとする。特に、ワクチン開発に係る機関は、調査の生
　　　データ等の文書を含めて「移管」とすることに留意すること。
　 ②移管については、原則として当該業務を主管する課室等の文書管理者において行うものとするが、取得した部署において新たな情報を追加
　　 した場合は、当該部署において、保存期間満了時の措置の判断を行うこと。
　 ③在宅勤務において作成した文書も、行政文書ファイル等として適切に管理し、「移管」とされている文書が含まれている可能性に
　　　留意すること。
 　④長期に保存する電子文書については、国際標準化機構（ISO）が制定している長期保存フォーマットの国際標準等を用いる等、保存方法に
　　　留意すること。
   ⑤今後も新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続く場合、上記で「廃棄」とされている文書も、歴史公文書等に該当する可能性があること
　　 に留意すること。

・緊急事態宣言の発出、まん延防止等重点措置の適用に係る検討、方針、計画、実施に関する文書
・学校の一斉休校の要請に係る検討、方針、計画、実施に関する文書
・国民への自粛要請に係る検討、方針、計画、実施に関する文書
・水際対策に係る検討、方針、計画、実施に関する文書

　まん延防止に関する文書

・地方公共団体及び関係団体への要請、地方公共団体及び関係団体からの要請に関する文書
・地方公共団体及び関係団体との意見交換、情報共有、報告に関する文書

　地方公共団体及び関係団体との連携に関する文書

　新型コロナウイルス感染症に係る社会課題への対応に関する文書

・偏見や差別等の防止に係る検討、方針、計画、国民への情報提供・共有、施策の実施に関する文書
・在宅勤務や情報通信技術を活用した働き方改革への対応に関する文書
・新型コロナウイルス感染症拡大の混乱に乗じた各種犯罪の防止や空港等における警戒警備等に関する文書

(4)　（ガイドラインに従う）
(5)・(1)から(4)に記載のないものに関しては、１の基本的考え方に照らして、各行政機関において個別に判断するものとする。
　 ・(1)～(4) により廃棄となる文書であっても、以下に記載のコロナ行政文書については、１の基本的考え方の【Ⅰ】～【Ⅳ】のいずれかに
　　　該当する可能性が高いことから、これらの歴史公文書等を含む行政文書ファイル等を移管することとする。なお、以下に記載のないもの
　　　に関しては、１の基本的考え方に照らして、各行政機関において個別に判断するものとする。

歴史公文書等の具体例

　新型コロナウイルス感染症に対応するために設置された会議等に関する文書
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
う
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
は
、

公
文
書
管
理
制
度
に
お
い
て
も
、
行
政
文
書
の
管
理
に
お
け
る
歴
史
的
緊
急
事
態
の
初

め
て
の
適
用
と
い
う
点
で
、
未
知
の
経
験
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
大
仰
だ
ろ
う
か
。 

本
稿
で
は
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
後
世
に
ど
の
よ
う
な
行
政
文
書
フ
ァ
イ

ル
等
を
残
す
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
現
在
の
管
理
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
事
務
事
業
の
整
理
を
行
い
、
移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
を
検

討
し
、
案
を
提
示
し
た
。
以
下
で
は
、
案
の
整
理
に
よ
っ
て
、
期
待
で
き
る
効
果
と
、

今
後
の
課
題
を
述
べ
た
い
。 

移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
の
案
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
表
第
二
「
保
存
期
間
満
了
時

の
措
置
の
設
定
基
準
」
の
形
式
に
即
し
て
作
成
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
課
長
通
知
の

移
管
・
廃
棄
基
準
の
重
複
と
不
足
事
項
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
行
政
機
関
の
職

員
に
お
い
て
は
、
通
常
の
行
政
文
書
の
基
準
と
同
様
の
表
を
参
照
し
、
コ
ロ
ナ
行
政
文

書
の
移
管
又
は
廃
棄
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
一
律
な
判
断
が

可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

ま
た
、
案
で
は
移
管
と
な
る
歴
史
公
文
書
等
に
関
し
て
、
業
務
の
段
階
を
考
慮
し
つ

つ
具
体
例
を
示
し
た
が
、
経
緯
や
意
思
決
定
に
至
る
過
程
の
文
書
も
移
管
に
該
当
す
る

こ
と
を
提
示
で
き
た
と
考
え
る
。 

 

一
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
事
務
事
業
の
全
て
を
精
査

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
の
方
針
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る
事
項

に
つ
い
て
、
各
省
の
取
組
と
担
当
省
庁
を
整
理
す
る
に
留
ま
っ
た
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
各
段
階
に
お
け
る
各
省
の
取
組
を
さ
ら
に
子
細
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
が
起
こ
る
以
前
の
、
政
府
に
お
け
る
対
策
の
状

況
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
稿
で
提
示
し
た

移
管
に
係
る
基
本
的
考
え
の
案
も
、
再
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
特
に
本

稿
で
は
、
外
国
の
政
府
や
、
国
際
機
関
と
の
や
り
取
り
に
関
す
る
取
組
の
把
握
は
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
追
加
が
必
要
な
項
目
も
あ
る
と
考
え
る
。 

最
後
に
、
本
邦
の
公
文
書
管
理
制
度
下
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
は
原
則
移

管
と
さ
れ
て
い
る
が
、
米
国
国
立
公
文
書
館
は
全
て
を
永
久
保
存
す
る
こ
と
に
対
し
て

慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
国
独
自
の
制
度
や
政
治
の
背
景
が
あ
る
だ
ろ
う
か

ら
、
米
国
に
合
わ
せ
る
必
要
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
教
訓
が
将
来
に
活
か

さ
れ
る
よ
う
な
特
に
重
要
な
政
策
事
項
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
文
書
を
し
っ
か
り
と
残

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
一
方
で
、
な
ぜ
「
原
則
移
管
」
す
る
の
か
、
そ
の
説
明
責
任
を

果
す
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
世
界
規
模
で
起
こ
っ
て

い
る
今
回
の
事
態
に
お
い
て
は
、
国
際
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
の
動
向
も
参
考
と
な

る
だ
ろ
う
。 

  ※
以
下
、
注
で
示
す
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
のU

RL

の
最
終
確
認
日
は
令
和
四
年
一
一
月
二
〇
日
。 

1 
W

H
O

, Public H
ealth Em

ergency of International Concern.: PH
EIC, 

2020.1.30,https://w
w

w.w
ho.int/new

s/item
/30-01-2020-statem

ent-on-th
e-second-m

eeting-of-the-international-health-regulations-(2005)-em
er

gency-com
m

ittee-regarding-the-outbreak-of-novel-coronavirus-(2019-
ncov)

。 

2 

こ
れ
ま
で
の
日
本
国
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
や
、

時
系
列
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査
研
究
本
部
編
『
報
道
記

録
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症=The CO

VID
-19 tim

eline in Japan

』
読
売

新
聞
社
、
二
〇
二
一
年
六
月
を
参
考
と
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
政
府
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
参
考
と
し
た
。
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
『
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
・
民
間
臨
時
調
査
会:

調
査
・
検
証
報
告
書
』
デ

ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
二
〇
二
〇
年
一
○
月
。
竹
中
治
堅
『
コ
ロ

ナ
危
機
の
政
治:

安
倍
政
権vs.

知
事
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
。
河
合
香
織

『
分
水
嶺:
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
コ
ロ
ナ
対
策
専
門
家
会
議
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
四

二
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
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月
。
金
井
利
之
『
コ
ロ
ナ
対
策
禍
の
国
と
自
治
体:

災
害
行
政
の
迷
走
と
閉
塞
』
筑
摩

書
房
、
二
〇
二
一
年
五
月
。 

3 

緊
急
事
態
宣
言
の
適
用
期
間
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
初
め
の
発
出

か
ら
全
部
解
除
ま
で
の
期
間
を
記
載
し
た
。 

4 

特
措
法
や
感
染
症
法
等
、
感
染
症
に
関
係
す
る
法
律
一
一
本
が
改
正
施
行
さ
れ
た
。 

5 

本
稿
で
詳
細
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
を
め
ぐ
っ
て
は
、
政
府

対
策
会
議
の
議
事
録
未
作
成
が
注
目
さ
れ
、
公
文
書
管
理
の
側
面
か
ら
現
在
の
政
治

構
造
を
問
題
化
す
る
論
考
が
あ
る
（
瀬
畑
源
「
公
文
書
で
読
む
近
現
代
史(

１
５)

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
の
議
事
録
未
作
成
問
題
」『
時
の
法
令
』
二
〇
一
一
号
、

朝
陽
会
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）
五
八
～
六
二
頁
。
ほ
か
多
数
の
論
考
あ
り
。）。
一
方
、

コ
ロ
ナ
禍
の
記
録
を
残
す
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
観
点
か
ら
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ

ス
ト
リ
ー
の
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大
学
の
記
録
を
収
集
す
る
取
組
や
、
企
業

史
料
と
し
て
記
録
を
残
す
動
き
が
あ
る
（
渡
辺
英
徳
「
フ
ロ
ー
を
ス
ト
ッ
ク
す

る:CO
VID

-19

と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
誌
』
第

五
巻
第
一
号
、
二
〇
二
一
年
一
月
、
一
六
～
一
九
頁
。「
特
集 

企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

に
お
け
る
コ
ロ
ナ
渦
の
記
録
」『
企
業
と
史
料
』
第
一
六
集
、
二
〇
二
一
年
五
月
。
）
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
に
設
け
ら
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
」
は
、
過
去
の
疫
病
の
教
訓
を
コ
ロ
ナ

対
策
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
情
報
集
積
の
ハ
ブ
で
あ
る
図
書
館
、
博
物
館
、
文

書
館
等
に
対
し
、
市
民
が
行
う
情
報
の
収
集
活
動
へ
の
支
援
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
等
の

ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
自
ら
の
組
織
や
地
域
の
記
録
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
等
を
呼
び
掛
け
て

い
る(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会

「CO
VID

-19

に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の
呼
び
か
け
」、
二
〇
二
〇
年
五
月
一
○

日http://digitalarchivejapan.org/bukai/sig/covid19/call)

。
こ
の
よ
う
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
記
録
を
将
来
に
残
す
こ
と
は
、
政
府
も
、
民
間
も
、

ま
た
学
術
団
体
に
お
い
て
も
注
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

6 

コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
事
務
事
業
の
整
理
方
法
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書

館
の
評
価
選
別
の
担
当
者
が
執
筆
し
た
論
考
を
参
考
に
し
た
（
栃
木
智
子
「
人
事
院

移
管
文
書
の
基
本
的
性
格
」『
北
の
丸
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
五
年
。
楠
本
里
帆
「
保

存
期
間
表
を
活
用
し
た
評
価
選
別
業
務
の
試
み
―
防
衛
省
人
事
教
育
局
人
事
計
画
・

補
任
課
を
事
例
と
し
て
―
」『
北
の
丸
』
第
五
四
号
、
二
〇
二
二
年
な
ど
。）。 

 
 

た
だ
し
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
論
考
は
、
特
定
の
行
政
機
関
を
対
象
に
、
組
織
規

程
等
を
参
照
と
し
て
行
政
機
関
の
役
割
や
位
置
づ
け
を
把
握
し
つ
つ
、
当
該
機
関
で

作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
と
所
管
業
務
と
の
関
係
性
を
仔
細
に
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
の
は
、
突
発
的
に
全
国
民
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
態
が
起

こ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
全
て
の
行
政
機
関
の
普
段
の
所
掌
事
務
の
範
囲
を

超
え
る
業
務
が
多
数
発
生
し
、
さ
ら
に
事
態
が
現
在
進
行
形
の
場
合
で
あ
っ
た
た
め
、

作
成
さ
れ
る
文
書
と
業
務
と
を
結
び
つ
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基

本
的
対
処
方
針
」
に
掲
げ
ら
れ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
各
事
項
の
取
組
を
担
当
す

る
主
管
課
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
重
要
性
の

判
断
す
る
際
に
、
判
断
材
料
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
か
ら
、
業
務
の
整

理
を
行
っ
た
。
検
証
方
法
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
筆
者
に
お
い
て
今
後
も
考
慮
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。  

7 

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
参
照
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
行
政
文
書
の
管
理
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
歴
史
的
緊
急
事
態
と
の
関
連
で
問
わ
れ
た
の
は
、
令
和
二
年
三
月
二
日
の

衆
議
院
予
算
委
員
会
以
降
と
推
測
さ
れ
る
。 

8 

同
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
及
び
そ
の
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生

命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
鑑
み
、
特
措
法

の
一
部
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
た
。
第
二
〇
一
回
通
常
国
会
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
室
、「
法
律
案
・
理
由
」、
令
和
二
年
三
月
一
○
日
、https://w

w
w.cas.go.

jp/jp/houan/201.htm
l

。 

9 

内
閣
府
「
行
政
文
書
の
管
理
に
お
け
る
「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
に
つ
い
て
」、
令
和
二

年
三
月
一
○
日
閣
議
了
解https://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/rekiren/in
dex.htm

l

。 

10 

「「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
に
つ
い
て
」
令
和
二
年
三
月
一
○
日
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文

書
管
理
課
、https://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/rekiren/rekishitekiki
nkyujitai.pdf 

。 

11 

内
閣
府
「
北
村
誠
吾
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
記
者
会
見
要
旨
」
令
和
二
年
三
月
一
○

日
、https://w

w
w.cao.go.jp/m

inister/1909_s_kitam
ura/kaiken/20200310

kaiken.htm
l

。 
12 

歴
史
的
緊
急
事
態
の
規
定
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
会

議
記
録
の
未
作
成
事
案
を
受
け
て
、
同
様
の
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
平
成
二
四
年
六
月

二
九
日
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
で
追
加
さ
れ
た
。
立
案
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

公
文
書
管
理
委
員
会
第
一
二
回
（
平
成
二
三
年
二
月
三
日
開
催
）
～
第
二
○
回
（
平

二
三

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



成
二
四
年
七
月
四
日
開
催
）
の
配
布
資
料
及
び
議
事
録
を
参
照
。 

13 
「
行
政
文
書
の
管
理
に
お
け
る
「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
の
決
定
に
つ
い
て
」
令
和
二

年
三
月
一
○
日
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
長
、https://w

w
w

8.cao.go.jp/c
hosei/koubun/rekiren/tsuchi200310.pdf 

。 

14 

令
和
四
年
二
月
七
日
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
全
部
改
正
に
よ
る
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
の

変
更
点
は
以
下
の
と
お
り
。
①
歴
史
的
緊
急
事
態
に
係
る
文
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

本
則
に
も
記
載
。
②
政
策
の
決
定
又
は
了
解
を
行
う
会
議
等
、
及
び
行
わ
な
い
会
議

等
に
つ
い
て
「
作
成
す
べ
き
」
に
加
え
「
保
存
」
ま
で
明
記
。
③
「
設
置
又
は
開
催

当
初
は
政
策
の
決
定
又
は
了
解
を
行
わ
な
い
会
議
等
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
、
政
策

の
決
定
又
は
了
解
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
」
も
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
追
記
。

④
「
歴
史
的
緊
急
事
態
に
該
当
し
得
る
事
態
に
つ
い
て
の
訓
練
等
を
実
施
す
る
際
」

の
記
録
の
作
成
を
追
記
。
⑤
「
歴
史
的
緊
急
事
態
へ
の
対
応
に
関
す
る
行
政
文
書
フ

ァ
イ
ル
等
の
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
は
、
原
則
と
し
て
『（
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
）

移
管
』
と
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
明
記
。 

15 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
態
へ
の
対
応
に
関
す
る
行
政
文
書
フ
ァ

イ
ル
等
の
整
理
及
び
保
存
等
の
運
用
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
（
通
知
）」
令
和
二
年
五

月
二
八
日
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
長
、https://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei
/koubun/rekiren/tsuchi200528.pdf 

。 

16 

「「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
た
令
和
２
年
度
「
重
要

政
策
」
の
選
定
及
び
「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
の
対
応
の
取
組
に
つ
い
て
（
通
知
）」
令

和
三
年
三
月
二
日
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
長
。 

17 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て
（
通
知
）」（
令
和
四
年
三
月
一
八
日
内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
長
）
に
は
、

令
和
三
年
三
月
二
日
の
課
長
通
知
の
移
管
・
廃
棄
基
準
と
同
様
の
資
料
が
添
付
さ
れ

お
り
、
移
管
と
さ
れ
て
い
る
文
書
の
例
や
、
廃
棄
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
例
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
変
更
点
と
し
て
、
本
省
庁
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
主
管
課
の
対
応
や
、
地
方
支
分
部
局
等
が
保
有
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等

の
取
扱
い
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
受
け
取
っ
た
通
知
等
を
そ
の
ま
ま
展
開
し
た
も
の

は
移
管
不
要
な
ど
、
主
管
課
以
外
は
廃
棄
で
良
い
こ
と
が
追
記
さ
れ
た
。 

18 

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
は
、
五
九
，
二
一
二
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
し
か
し
、e-G

ov

の
仕

様
上
、
該
当
件
数
が
一
万
件
を
超
え
る
と
検
索
結
果
が
表
示
さ
れ
な
い
た
め
、
保
存

期
間
満
了
日
や
管
理
者
等
、
検
索
条
件
を
追
加
し
て
、
該
当
数
を
一
万
件
以
下
に
し

て
表
示
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
登
録
数
が
一
万
件
を
超
え
る
防
衛
省
に
関
し
て
は
、

複
数
の
検
索
条
件
を
組
み
合
わ
せ
て
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
が
、
全
件
数
と
分
割
し
て

取
得
し
た
件
数
と
が
異
な
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
保

存
期
間
満
了
日
に
「
未
定
」
と
指
定
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
複
数
条
件
で
は
表
示

さ
れ
な
い
仕
様
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、「
未
定
」
と
さ
れ
る
一
一
六
件
を

除
く
五
九
，
〇
九
六
件
を
全
件
数
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。 

19 

筆
者
に
よ
る
検
索
で
は
登
録
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
一
七
の
行
政
機
関
は
以
下
。
原

子
力
防
災
会
議
、
宮
内
庁
、
国
家
公
安
委
員
会
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、
カ
ジ
ノ

管
理
委
員
会
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
復
興
庁
、
公
害
等
調
整
委
員
会
、
公
安
審
査
委
員
会
、

公
安
調
査
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
中
央
労
働
委
員
会
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
観
光
庁
、

運
輸
安
全
委
員
会
、
防
衛
装
備
庁
、
会
計
検
査
院
。 

20 

前
掲
注
16
。 

21 

本
文
第
二
章
第
一
項
で
述
べ
て
い
る
が
、
感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
と
国
と
が
互
い
に
連
携
し
て
対
応
す
る
事
項
が
多
数
あ
り
、
折
衝
の
中
で
様
々
な

行
政
文
書
が
作
成
・
取
得
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
Ｅ
「
自
治
体
と
の
連
携
」

に
該
当
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
が
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
の
は
ど
う
い
っ
た
理

由
で
あ
る
か
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
分
析
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。 

22 

コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
法
律
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
考
と
し
た
。
前
掲
注
２
、
竹
中

治
堅
、
二
六
～
三
八
頁
。
松
澤
登
「
新
型
コ
ロ
ナ
「
特
措
法
・
感
染
症
法
等
」
改
正

で
ど
う
変
わ
っ
た
か 

二
〇
二
一
年
二
月
一
三
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
法
の
概
要
」
基

礎
研
レ
ポ
ー
ト
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
二
日
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
、https://w

w
w.nli-research.co.jp/report/detail/id=67008?site=nli

。 

23 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令
和
二

年
一
月
二
十
八
日
政
令
第
十
一
号
）、https://elaw

s.e-gov.go.jp/docum
ent?law

i
d=502CO

0000000011_20210213_503CO
0000000025

。 

24 

災
害
対
策
基
本
法
や
武
力
攻
撃
事
態
法
な
ど
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

が
指
定
す
る
行
政
機
関
。
対
象
と
な
る
機
関
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
第
一
条
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。https://elaw

s.e-gov.go.jp/docum
ent?law

id=425CO
00000

00122

。 

25 

前
掲
注
２ 

竹
中
治
堅
、
三
一
五
頁
。 

26 

国
と
地
方
自
治
体
と
の
権
限
と
役
割
に
関
し
て
は
、
双
方
の
役
割
分
担
が
曖
昧
で
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
二
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分

二
四

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察
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科
会
（
令
和
三
年
一
月
一
五
日
）
に
お
い
て
、
尾
身
茂
構
成
員
は
、「
全
国
的
か
つ
広

域
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団

体
間
の
権
限
、
役
割
分
担
が
わ
か
り
に
く
く
、
調
整
に
時
間
を
要
す
る
事
例
が
あ
っ

た
」
と
報
告
し
て
い
る
。https://w

w
w.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/bunkakai/cor

ona22.pdf 
。 

27 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
」（
令
和
二
年
二
月
二
五
日
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）https://w

w
w.m

hlw.go.jp/content/1
0900000/000599698.pdf

。
本
方
針
は
、
特
措
法
改
正
前
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
特
措
法
に
基
づ
く
基
本
的
対
処
方
針
は
、
令
和
二
年
三
月
二
八
日
に
初
め
て

決
定
さ
れ
た
。 

28 

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
表
の
す
べ
て
は
掲
載
せ
ず
、
文
中
で
指
摘
す
る
部
分

の
み
を
巻
末
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
表
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、

国
立
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
『
北
の
丸
』
電
子
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

29 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」（
令
和
三
年
一
一
月
一

九
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）https://corona.go.jp/exper

t-m
eeting/pdf/kihon_r_031119.pdf 

。 

30 

巻
末
資
料
の
注
に
も
記
載
し
た
が
、
本
稿
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
国
以
外
が
主
体
と

な
る
取
組
は
省
略
し
た
。
ま
た
、「（
５
）
ま
ん
延
防
止
」
の
項
目
は
、
緊
急
事
態
措

置
区
域
、
又
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
区
域
の
指
定
が
あ
っ
た
際
に
、
当
該
区
域

及
び
指
定
の
な
い
区
域
に
お
け
る
、
飲
食
店
の
運
営
や
施
設
の
使
用
制
限
等
の
重
要

事
項
を
定
め
て
い
る
が
、
令
和
三
年
九
月
三
○
日
に
緊
急
事
態
措
置
区
域
及
び
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
区
域
の
全
て
が
解
除
さ
れ
、
本
方
針
の
適
用
期
間
は
新
た
な
指

定
も
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
ん
延
防
止
の
取
組
は
主
に
都
道
府
県
が
主
体
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
回
は
省
略
し
た
。 

31 

厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
設
置
規
程
（
令
和
二
年

一
月
二
八
日
厚
生
労
働
大
臣
伺
い
定
め
）https://w

w
w.m

hlw.go.jp/content/109
00000/000735004.pdf 

。 

32 

厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の
資
料

等
（
第
二
一
回
～
第
三
〇
回
）https://w

w
w.m

hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/b
unya/0000121431_00216.htm

l

。 

33 

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）https://elaw

s.e-gov.
go.jp/docum

ent?law
id=412CO

0000000252

。 

34 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
偏
見
・
差
別
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
偏
見
・
差
別
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
と
り
ま
と
め
（
概
要
）」（
令
和
二
年
一
一
月
）https:

//w
w

w.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/gaiyou_henkensabetsu_torikum
i.pdf 

。 

35 
ICIC

は
、
情
報
の
透
明
性
と
説
明
責
任
の
改
善
の
た
め
、
情
報
に
関
す
る
法
令
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
保
護
及
び
促
進
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
構
成
員
（Inform

ation 
Com

m
issioners

）
同
士
を
結
び
付
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。ICIC

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
以
下
。https://w

w
w.inform

ationcom
m

issioners.org/

。 

36 

本
稿
で
は
、
国
立
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
日
本
語
仮
訳
を
参
考

と
し
た
。http://w

w
w.archives.go.jp/about/activity/international/202005

15_ica.htm
l

。
原
文
は
以
下
。https://w

w
w.ica.org/en/covid-19-the-duty-to-

docum
ent-does-not-cease-in-a-crisis-it-becom

es-m
ore-essential

。 

37 

同
声
明
も
、
国
立
公
文
書
館
が
日
本
語
仮
訳
を
行
っ
た
も
の
を
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。http://w

w
w.archives.go.jp/about/activity/international/p

df/covid19_unesco_statem
ent.pdf

。
原
文
は
以
下
。https://en.unesco.org/

new
s/turning-threat-covid-19-opportunity-greater-support-docum

enta
ry-heritage

。 

38 
N

ARA, Frequently Asked Q
uestions (FAQ

s) About Records 
M

anagem
ent D

uring the CO
VID

-19 Pandem
ic, 

https://w
w

w.archives.gov/records-m
gm

t/faqs/covid-19

。 

39 

坂
口
貴
弘
「
諸
外
国
の
理
論
と
取
組
」（
令
和
二
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
講
義
資

料
）
を
参
考
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
米
国
の
連
邦
政
府
に
お
け
る
記
録
管
理
に
つ
い

て
は
主
に
以
下
を
参
考
と
し
た
。
坂
口
貴
弘
「「
評
価
選
別
」
の
成
立
と
米
国
国
立
公

文
書
館
」『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
○
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
～

三
六
頁
。 

40 

本
稿
で
は
令
和
二
年
一
○
月
二
○
日
改
訂
版
のFAQ

s

を
紹
介
し
た
。
令
和
四
年
一

一
月
一
七
日
現
在
、FAQ

s

の
最
終
改
訂
日
は
令
和
四
年
六
月
一
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
二
年
一
○
月
二
○
日
版
に
お
い
てG

RS

の
拡
張
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、

G
RS2.7

の
改
訂
版
「
従
業
員
の
健
康
と
安
全
の
記
録
」
が
発
行
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の

証
明
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
の
証
明
、
及
び
症
状
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
検
査
の
記

録
の
処
分
権
限
が
、
連
邦
政
府
の
記
録
管
理
で
示
さ
れ
て
い
る
。 （

公
文
書
専
門
員
） 

  

二
五

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



通
し

番
号

基
本
的
対
処
方
針
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
」

具
体
的
な
取
組

担
当
省
庁
・
部
局

①
 政

府
は

、
地

⽅
公

共
団

体
と

連
携

し
つ

つ
、

以
下

の
点

に
つ

い
て

、
国

⺠
の

共
感

が
得

ら
れ

る
よ

う
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
出

す
る

と
と

も
に

、
状

況
の

変
化

に
即

応
し

た
情

報
提

供
や

呼
び

か
け

を
行

い
、

行
動

変
容

に
資

す
る

啓
発

を
進

め
る

と
と

も
に

、
冷

静
な

対
応

を
お

願
い

す
る

。
・

 発
生

状
況

や
患

者
の

病
態

等
の

臨
床

情
報

等
の

正
確

な
情

報
提

供
。

・
 国

⺠
に

分
か

り
や

す
い

疫
学

解
析

情
報

の
提

供
。

・
 医

療
提

供
体

制
及

び
検

査
体

制
に

関
す

る
分

か
り

や
す

い
形

で
の

情
報

の
提

供
。

特
に

、
感

染
状

況
が

悪
化

し
、

医
療

提
供

体
制

が
ひ

っ
迫

し
た

場
合

に
は

、
そ

の
影

響
を

具
体

的
に

分
か

り
や

す
い

形
で

示
す

こ
と

。
・

 変
異

株
に

つ
い

て
の

正
確

で
分

か
り

や
す

い
情

報
の

提
供

。
・

 「
三

つ
の

密
」

の
回

避
や

、
「

人
と

人
と

の
距

離
の

確
保

」
、

「
マ

ス
ク

の
着

用
」

、
「

手
洗

い
等

の
手

指
衛

生
」

、
「

換
気

」
を

は
じ

め
と

し
た

基
本

的
な

感
染

対
策

の
徹

底
等

、
感

染
拡

大
を

予
防

す
る

「
新

し
い

生
活

様
式

」
の

定
着

に
向

け
た

周
知

。
・

 業
種

別
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

の
実

践
。

特
に

、
飲

食
店

等
に

つ
い

て
、

第
三

者
認

証
を

取
得

し
て

い
る

飲
食

店
等

を
利

用
す

る
よ

う
、

促
す

こ
と

。

➊
１

ポ
ツ

、
２

ポ
ツ

：
厚

生
労

働
省

は
HPで

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
現

在
の

状
況

と
厚

生
労

働
省

の
対

応
に

つ
い

て
」

の
情

報
を

毎
日

更
新

し
て

い
る

。
【

項
目

例
：

国
内

の
感

染
拡

大
状

況
、

PCR検
査

の
実

施
件

数
、

空
港

検
疫

の
状

況
、

相
談

窓
口

の
案

内
、

国
外

の
発

生
状

況
、

厚
生

労
働

省
発

出
の

通
知

・
事

務
連

絡
一

覧
の

案
内

】
➋

３
ポ

ツ
：

厚
生

労
働

省
は

、
医

療
機

関
の

一
覧

、
接

触
感

染
ア

プ
リ

、
ク

ラ
ス

タ
ー

対
策

、
治

療
薬

等
の

開
発

状
況

等
を

HPに
掲

載
し

、
国

⺠
が

⾃
ら

の
関

⼼
に

基
づ

き
情

報
収

集
で

き
る

よ
う

に
、

情
報

提
供

を
実

施
し

て
い

る
。

❸
４

ポ
ツ

：
厚

生
労

働
省

は
、

国
⺠

に
向

け
て

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

“い
ま

”に
関

す
る

11の
知

識
」

と
い

う
資

料
を

作
成

し
て

い
る

。
当

該
資

料
に

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

変
異

に
つ

い
て

も
Q&Aが

あ
り

、
最

新
情

報
を

知
り

た
い

⽅
向

け
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

ー
ボ

ー
ド

資
料

へ
の

リ
ン

ク
を

案
内

し
て

い
る

。
❹

５
ポ

ツ
：

新
し

い
生

活
様

式
の

定
着

に
向

け
た

周
知

と
し

て
、

政
府

広
報

オ
ン

ラ
イ

ン
で

は
、

「
新

し
い

生
活

様
式

」
を

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

の
中

で
取

り
入

れ
て

ほ
し

い
実

践
例

を
動

画
で

紹
介

し
て

い
る

。
ま

た
、

消
費

者
庁

や
厚

生
労

働
省

は
、

「
新

し
い

生
活

様
式

」
の

実
践

例
を

HPで
紹

介
し

、
国

⺠
へ

の
呼

び
掛

け
を

実
施

し
て

い
る

。
❺

６
ポ

ツ
：

⾸
相

官
邸

、
厚

生
労

働
省

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

等
感

染
症

対
策

推
進

室
に

よ
る

国
⺠

向
け

ポ
ス

タ
ー

に
は

、
「

飲
食

す
る

と
き

は
第

三
者

認
証

制
度

の
適

用
店

を
利

用
！

」
と

記
載

し
、

国
⺠

へ
の

利
用

促
進

を
行

っ
て

い
る

。

❶
〜

❿
厚

生
労

働
省

を
中

⼼
と

し
て

全
行

政
機

関
で

実
施

。

・
 風

邪
症

状
等

体
調

不
良

が
見

ら
れ

る
場

合
の

休
暇

取
得

、
学

校
の

欠
席

、
外

出
⾃

粛
等

の
呼

び
か

け
。

・
 感

染
リ

ス
ク

を
下

げ
る

た
め

、
医

療
機

関
を

受
診

す
る

時
は

、
あ

ら
か

じ
め

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
⽅

法
に

よ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
の

周
知

。
・

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
つ

い
て

の
相

談
・

受
診

の
考

え
⽅

を
分

か
り

や
す

く
周

知
す

る
こ

と
。

・
 感

染
者

・
濃

厚
接

触
者

や
、

診
療

に
携

わ
っ

た
医

療
機

関
・

医
療

関
係

者
そ

の
他

の
対

策
に

携
わ

っ
た

⽅
々

に
対

す
る

誤
解

や
偏

見
に

基
づ

く
差

別
を

行
わ

な
い

こ
と

の
呼

び
か

け
。

・
 従

業
員

及
び

学
生

の
健

康
管

理
や

感
染

対
策

の
徹

底
に

つ
い

て
の

周
知

。
・

 接
触

確
認

ア
プ

リ
（

COVID-19 Contact-Confirm
ing Application：

COCOA）
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

、
陽

性
者

と
の

接
触

通
知

が
あ

っ
た

場
合

に
お

け
る

適
切

な
機

関
へ

の
受

診
の

相
談

や
陽

性
者

と
診

断
さ

れ
た

場
合

に
お

け
る

登
録

の
必

要
性

に
つ

い
て

の
周

知
。

あ
わ

せ
て

、
地

域
独

⾃
の

二
次

元
バ

ー
コ

ー
ド

（
以

下
「

QRコ
ー

ド
」

と
い

う
。

）
等

に
よ

る
通

知
シ

ス
テ

ム
等

の
利

用
の

呼
び

か
け

。

❻
７

ポ
ツ

：
特

に
感

染
拡

大
時

に
お

い
て

は
、

⾸
相

等
の

記
者

会
見

に
お

い
て

、
外

出
を

⾃
粛

す
る

よ
う

国
⺠

へ
の

呼
び

掛
け

を
実

施
し

て
い

る
。

政
府

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
テ

レ
ビ

で
は

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
「

体
調

不
良

時
の

行
動

」
篇

（
30秒

）
」

の
動

画
を

公
開

し
て

お
り

、
視

覚
的

に
も

分
か

り
や

す
い

か
た

ち
で

情
報

提
供

を
実

施
し

て
い

る
。

❼
８

ポ
ツ

、
９

ポ
ツ

：
厚

生
労

働
省

は
、

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

つ
い

て
の

相
談

・
受

診
の

目
安

」
に

つ
い

て
、

強
い

症
状

が
あ

る
場

合
、

重
症

化
し

や
す

い
⽅

の
場

合
等

、
症

状
の

場
合

別
に

相
談

・
受

診
の

目
安

を
HPに

掲
示

し
て

い
る

。
❽

10ポ
ツ

：
法

務
省

を
中

⼼
に

実
施

。
詳

細
は

、
(10)1)①

②
を

参
照

。
❾

11ポ
ツ

：
企

業
向

け
に

は
、

厚
生

労
働

省
が

HPに
Q＆

Aを
掲

載
し

、
陽

性
者

の
職

場
復

帰
へ

の
対

応
や

、
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

の
相

談
窓

口
等

を
案

内
し

て
い

る
。

学
生

向
け

に
は

、
文

部
科

学
省

が
HPに

Q＆
Aを

掲
載

し
、

学
校

に
お

け
る

感
染

症
対

策
の

実
施

⽅
法

、
登

校
時

の
注

意
点

等
を

案
内

し
て

い
る

。
➓

12ポ
ツ

：
厚

生
労

働
省

中
⼼

に
実

施
。

詳
細

は
、

(3)⑪
を

参
照

。

【【
参参

考考
資資

料料
】】

基基
本本

的的
対対

処処
方方

針針
「「

新新
型型

ココ
ロロ

ナナ
ウウ

イイ
ルル

スス
感感

染染
症症

対対
策策

のの
実実

施施
にに

関関
すす

るる
重重

要要
事事

項項
」」

のの
具具

体体
的的

なな
取取

組組
とと

担担
当当

省省
庁庁

注
）

・
本

表
は

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
基

本
的

対
処

⽅
針

」
の

令
和

３
年

11月
19日

版
に

掲
げ

ら
れ

る
重

要
項

目
に

係
る

具
体

的
な

取
組

と
、

担
当

省
庁

（
部

局
）

を
整

理
し

た
も

の
で

あ
る

。
・

紙
幅

の
都

合
上

、
『

北
の

丸
』

刊
行

版
に

お
い

て
は

本
文

で
取

り
上

げ
た

項
目

の
み

を
抜

粋
し

て
掲

載
し

て
い

る
。

一
部

を
抜

粋
し

て
い

る
た

め
、

左
端

の
通

し
番

号
の

数
字

が
飛

ん
で

い
る

。
 

資
料

の
全

体
版

は
、

国
立

公
文

書
館

HPの
『

北
の

丸
』

電
子

版
で

公
表

し
て

い
る

。
・

表
の

左
か

ら
順

に
、

「
基

本
的

対
処

⽅
針

『
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

実
施

に
関

す
る

重
要

事
項

』
」

は
、

同
⽅

針
の

本
文

を
引

用
し

て
い

る
。

「
具

体
的

な
取

組
」

は
、

主
に

各
省

の
HP掲

載
情

報
を

参
考

に
、

 
基

本
的

対
処

⽅
針

に
係

る
具

体
的

な
取

組
を

筆
者

が
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。
「

担
当

省
庁

・
部

局
」

は
、

事
務

連
絡

や
通

知
の

発
出

元
、

会
議

体
の

担
当

窓
口

、
各

種
資

料
の

作
成

元
・

連
絡

先
か

ら
特

定
し

た
所

管
で

あ
る

。
 

担
当

省
庁

を
特

定
で

き
な

か
っ

た
場

合
は

、
記

載
を

省
略

し
て

い
る

。
「

具
体

的
な

取
組

」
と

「
担

当
省

庁
・

部
局

」
の

⿊
丸

数
字

は
対

応
し

て
い

る
。

調
査

時
点

は
令

和
３

年
10月

末
か

ら
令

和
４

年
１

月
末

時
点

で
あ

る
。

・
本

稿
は

、
紙

幅
の

都
合

上
、

国
以

外
が

主
体

と
な

る
取

組
は

省
略

し
た

。
省

略
す

る
項

目
は

、
「

＊
」

を
付

し
て

い
る

。
ま

た
、

「
（

５
）

ま
ん

延
防

止
」

の
項

目
は

、
緊

急
事

態
措

置
区

域
、

又
は

ま
ん

延
防

止
等

重
点

措
置

区
域

 
の

指
定

が
あ

っ
た

際
に

、
当

該
区

域
及

び
指

定
の

な
い

区
域

に
お

け
る

飲
食

店
の

運
営

や
施

設
の

使
用

制
限

等
の

重
要

事
項

が
記

載
さ

れ
る

が
、

本
⽅

針
の

適
用

期
間

は
新

た
な

指
定

が
な

か
っ

た
こ

と
、

及
び

ま
ん

延
防

止
の

取
組

は
 

都
道

府
県

が
主

体
と

な
る

こ
と

か
ら

、
今

回
は

省
略

し
た

。
・

本
表

を
作

成
す

る
に

当
た

っ
て

参
考

と
し

た
HP等

は
、

令
和

３
年

度
ア

ー
カ

イ
ブ

ズ
研

修
Ⅲ

の
修

了
研

究
論

文
で

詳
細

を
示

し
て

い
る

た
め

適
宜

参
照

い
た

だ
き

た
い

。

（
１
）
情
報
提
供
・
共
有

1

二
六

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
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③
 政

府
は

、
⺠

間
企

業
等

と
も

協
⼒

し
て

、
情

報
が

必
ず

し
も

届
い

て
い

な
い

層
に

⼗
分

な
情

報
が

行
き

届
く

よ
う

、
丁

寧
な

情
報

発
信

を
行

う
。

➊
経

済
産

業
省

は
、

健
康

不
安

を
遠

隔
で

医
師

に
相

談
で

き
る

健
康

相
談

窓
口

と
し

て
、

株
式

会
社

M
ediplantが

提
供

す
る

「
first

call」
や

、
LINEヘ

ル
ス

ケ
ア

株
式

会
社

が
提

供
す

る
「

LINEヘ
ル

ス
ケ

ア
」

等
を

、
期

間
限

定
で

は
あ

る
が

無
償

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
た

ほ
か

、
令

和
２

年
４

月
12日

か
ら

は
LINE公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

「
経

済
産

業
省

 新
型

コ
ロ

ナ
 事

業
者

サ
ポ

ー
ト

」
を

開
設

し
、

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
キ

ー
ワ

ー
ド

で
検

索
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

事
業

者
向

け
の

支
援

メ
ニ

ュ
ー

に
関

す
る

新
着

情
報

を
随

時
発

信
し

て
い

る
。

➋
厚

生
労

働
省

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

発
生

状
況

な
ど

の
最

新
情

報
の

ほ
か

、
予

防
法

や
相

談
窓

口
に

関
す

る
情

報
な

ど
を

、
文

部
科

学
省

は
小

中
高

生
等

を
対

象
に

し
た

⾃
宅

等
で

学
習

で
き

る
教

材
や

動
画

等
を

、
消

費
者

庁
は

コ
ロ

ナ
対

策
に

関
す

る
ト

ラ
ブ

ル
相

談
事

例
や

マ
ス

ク
に

関
す

る
情

報
等

を
、

そ
れ

ぞ
れ

の
公

式
LINEア

カ
ウ

ン
ト

で
発

信
し

て
い

る
。

❸
政

府
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

テ
レ

ビ
や

YouTubeと
い

っ
た

動
画

共
有

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

て
の

情
報

発
信

が
行

わ
れ

て
い

る
ほ

か
、

総
務

省
は

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
関

連
業

界
団

体
に

対
し

、
内

閣
府

大
臣

官
房

政
府

広
報

室
が

制
作

し
た

コ
ロ

ナ
対

策
に

関
す

る
テ

レ
ビ

CM
動

画
の

配
信

を
要

請
し

、
令

和
２

年
3月

17日
か

ら
全

国
の

屋
外

サ
イ

ネ
ー

ジ
及

び
屋

内
サ

イ
ネ

ー
ジ

で
配

信
し

て
い

る
。

（
❸

は
、

総
務

省
『

情
報

通
信

白
書

』
令

和
2年

度
版

、
第

1部
第

3節
よ

り
抜

粋
引

用
）

➊
経

済
産

業
省

➋
厚

生
労

働
省

、
消

費
者

庁
❸

総
務

省
、

内
閣

府
 大

臣
官

房
政

府
広

報
室上

記
の

ほ
か

に
も

、
各

行
政

機
関

で
広

く
実

施
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

4
④

 厚
生

労
働

省
は

、
感

染
症

や
ク

ラ
ス

タ
ー

の
発

生
状

況
に

つ
い

て
迅

速
に

情
報

を
公

開
す

る
。

➊
厚

生
労

働
省

は
HPで

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
現

在
の

状
況

と
厚

生
労

働
省

の
対

応
に

つ
い

て
」

、
更

新
情

報
を

毎
日

発
信

し
て

い
る

。
詳

細
は

(1)①
１

ポ
ツ

参
照

。
➊

厚
生

労
働

省
 健

康
局

 結
核

感
染

症
課

22

③
 厚

生
労

働
省

は
、

医
療

機
関

や
保

健
所

の
事

務
負

担
の

軽
減

を
図

り
つ

つ
、

患
者

等
に

関
す

る
情

報
を

関
係

者
で

迅
速

に
共

有
す

る
た

め
、

HER-SYS を
活

用
し

、
都

道
府

県
別

の
陽

性
者

数
等

の
統

計
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
適

宜
公

表
し

、
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

な
対

策
に

活
用

し
て

い
く

。

➊
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

者
等

情
報

把
握

・
管

理
支

援
シ

ス
テ

ム
(HER-SYS)は

、
保

健
所

等
の

業
務

負
担

軽
減

及
び

保
健

所
・

都
道

府
県

・
医

療
機

関
等

を
は

じ
め

と
し

た
関

係
者

間
の

情
報

共
有

・
把

握
の

迅
速

化
を

図
る

た
め

、
厚

生
労

働
省

に
お

い
て

開
発

さ
れ

、
令

和
２

年
５

月
末

か
ら

運
用

し
て

い
る

。
HER-SYSを

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

発
生

届
の

入
⼒

・
報

告
を

電
子

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

と
と

も
に

、
⾃

宅
療

養
者

も
、

毎
日

の
健

康
状

態
を

ス
マ

ホ
等

で
報

告
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
患

者
本

人
等

が
入

⼒
し

た
患

者
情

報
は

、
迅

速
に

集
計

さ
れ

、
保

健
所

、
都

道
府

県
、

国
ま

で
共

有
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

➋
厚

生
労

働
省

は
、

HER-SYSの
デ

ー
タ

の
本

格
的

活
用

を
令

和
３

年
４

月
か

ら
開

始
し

た
。

HPに
掲

載
さ

れ
て

い
る

、
陽

性
者

数
の

累
積

、
日

別
の

新
規

陽
性

者
数

の
推

移
、

性
別

・
年

代
別

重
症

者
数

等
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
状

況
に

関
す

る
様

々
な

デ
ー

タ
の

デ
ー

タ
元

と
し

て
HER-SYSが

活
用

さ
れ

て
い

る
。

❸
厚

生
労

働
省

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
の

会
議

に
お

い
て

は
、

新
規

陽
性

者
数

の
推

移
に

関
す

る
デ

ー
タ

と
し

て
、

HER-SYSの
デ

ー
タ

が
活

用
さ

れ
て

い
る

。

➊
❸

厚
生

労
働

省
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
推

進
本

部
➋

厚
生

労
働

省
 健

康
局

 結
核

感
染

症
課

27

⑧
 政

府
は

、
医

療
機

関
の

空
床

状
況

や
人

工
呼

吸
器

・
ECM

O の
保

有
・

稼
働

状
況

等
を

迅
速

に
把

握
す

る
医

療
機

関
等

情
報

支
援

シ
ス

テ
ム

（
G-M

IS）
を

構
築

・
運

営
し

、
医

療
提

供
状

況
や

 PCR 検
査

等
の

実
施

状
況

等
を

一
元

的
か

つ
即

座
に

把
握

す
る

と
も

に
、

都
道

府
県

等
に

も
提

供
し

、
迅

速
な

患
者

の
受

入
調

整
等

に
も

活
用

す
る

。

➊
医

療
機

関
等

情
報

支
援

シ
ス

テ
ム

（
G−

M
IS）

は
、

全
国

の
医

療
機

関
（

約
38,000）

の
、

病
院

の
稼

働
状

況
、

病
床

や
医

療
ス

タ
ッ

フ
の

状
況

、
受

診
者

数
、

検
査

数
、

医
療

機
器

（
人

工
呼

吸
器

等
）

や
医

療
資

材
（

マ
ス

ク
や

防
護

服
等

）
の

確
保

状
況

等
を

一
元

的
に

把
握

・
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
厚

生
労

働
省

は
HPに

、
同

シ
ス

テ
ム

を
使

用
す

る
際

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
、

こ
れ

ま
で

に
医

療
機

関
や

都
道

府
県

等
て

宛
に

発
出

さ
れ

た
事

務
連

絡
等

を
掲

載
し

、
シ

ス
テ

ム
を

円
滑

に
利

用
で

き
る

よ
う

情
報

提
供

を
実

施
し

て
い

る
。

同
HPに

は
、

G−
M

ISに
登

録
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

元
に

、
令

和
３

年
１

月
以

降
、

毎
週

ペ
ー

ス
で

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

患
者

の
受

入
状

況
」

を
掲

載
し

、
各

医
療

機
関

に
お

け
る

最
新

の
入

院
者

数
の

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

➊
厚

生
労

働
省

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部

28

⑨
 厚

生
労

働
省

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

い
わ

ゆ
る

後
遺

症
に

つ
い

て
、

諸
外

国
で

報
告

も
あ

る
こ

と
も

踏
ま

え
、

調
査

・
研

究
を

進
め

る
。

➊
厚

生
労

働
省

は
、

医
療

機
関

向
け

に
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

診
療

の
手

引
き

（
別

冊
）

罹
患

後
症

状
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
（

令
和

３
年

12月
暫

定
版

）
を

HPで
公

表
し

て
い

る
。

厚
生

労
働

省
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
後

遺
症

に
関

し
て

は
、

厚
生

労
働

科
学

特
別

研
究

経
費

で
「

COVID-19後
遺

障
害

に
関

す
る

実
態

調
査

（
中

等
症

以
上

対
象

）
」

の
研

究
を

補
助

す
る

な
ど

、
臨

床
実

験
に

基
づ

く
調

査
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

「
薬

事
・

食
品

衛
生

審
議

会
 薬

事
分

科
会

血
液

事
業

部
会

」
に

お
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
感

染
し

た
者

へ
の

採
血

制
限

に
関

し
、

後
遺

症
の

研
究

事
例

が
参

考
資

料
と

し
て

提
出

さ
れ

る
な

ど
、

医
療

全
体

の
中

で
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

ど
の

よ
う

に
扱

う
か

議
論

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

➊
厚

生
労

働
省

 健
康

局
 結

核
感

染
症

課

（
３
）
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
情
報
収
集

二
七

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
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①
 政

府
は

、
水

際
対

策
に

つ
い

て
、

変
異

株
を

含
め

、
国

内
へ

の
感

染
者

の
流

入
及

び
国

内
で

の
感

染
拡

大
を

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
入

国
制

限
、

渡
航

中
止

勧
告

、
帰

国
者

の
検

査
・

健
康

観
察

等
の

検
疫

の
強

化
、

査
証

の
制

限
等

の
措

置
等

を
、

引
き

続
き

、
実

施
す

る
。

今
後

も
新

た
な

変
異

株
が

発
生

し
得

る
こ

と
を

見
据

え
、

「
水

際
対

策
上

特
に

対
応

す
べ

き
変

異
株

」
と

従
来

株
を

含
む

そ
れ

以
外

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
分

類
し

、
新

た
な

変
異

株
に

関
す

る
知

見
、

当
該

国
の

変
異

株
の

流
行

状
況

、
日

本
へ

の
流

入
状

況
等

の
リ

ス
ク

評
価

に
基

づ
き

、
ま

た
、

国
内

外
で

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
が

進
む

中
に

お
い

て
は

、
ワ

ク
チ

ン
の

有
効

性
等

も
踏

ま
え

、
行

動
管

理
や

検
査

も
組

み
合

わ
せ

た
入

国
者

へ
の

管
理

措
置

等
を

講
じ

る
な

ど
水

際
措

置
の

段
階

的
な

見
直

し
に

取
り

組
む

。
な

お
、

厚
生

労
働

省
は

、
関

係
省

庁
と

連
携

し
、

健
康

観
察

に
つ

い
て

、
保

健
所

の
業

務
負

担
の

軽
減

や
体

制
強

化
等

を
支

援
す

る
。

➊
政

府
に

お
け

る
水

際
対

策
の

最
新

情
報

は
、

内
閣

官
房

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
等

感
染

症
対

策
推

進
本

部
、

外
務

省
、

厚
生

労
働

省
、

出
入

国
在

留
管

理
庁

、
経

済
産

業
省

等
の

HPで
案

内
さ

れ
て

い
る

。
➋

入
国

制
限

、
上

陸
拒

否
等

は
、

出
入

国
在

留
管

理
庁

の
所

管
で

あ
る

。
上

陸
拒

否
は

、
出

入
国

管
理

及
び

難
⺠

認
定

法
第

５
条

第
１

項
14号

に
基

づ
き

、
上

陸
申

請
日

前
14日

以
内

に
特

定
の

国
・

地
域

に
滞

在
歴

の
あ

る
外

国
人

に
つ

い
て

は
、

特
段

の
事

情
が

な
い

限
り

実
施

さ
れ

る
。

❸
渡

航
中

止
勧

告
、

査
証

の
制

限
等

の
措

置
は

、
外

務
省

の
所

管
で

あ
る

。
外

務
省

は
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

危
険

度
の

高
い

感
染

症
に

関
し

、
渡

航
・

滞
在

に
あ

た
っ

て
特

に
注

意
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

国
・

地
域

に
つ

い
て

発
出

さ
れ

る
海

外
安

全
情

報
を

「
感

染
症

危
険

情
報

」
と

し
て

、
４

段
階

の
レ

ベ
ル

を
設

け
て

い
る

。
渡

航
中

止
勧

告
は

レ
ベ

ル
３

に
当

た
る

。
各

国
に

対
す

る
感

染
症

危
険

情
報

の
発

出
状

況
は

、
外

務
省

の
海

外
安

全
HPに

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

渡
航

者
へ

の
注

意
喚

起
を

行
っ

て
い

る
。

❹
帰

国
者

の
検

査
・

健
康

観
察

等
の

検
疫

の
強

化
は

、
厚

生
労

働
省

検
疫

所
の

所
管

で
あ

る
。

健
康

観
察

に
関

す
る

保
健

所
業

務
の

負
担

軽
減

や
体

制
強

化
に

関
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部

か
ら

都
道

府
県

、
保

健
所

設
置

市
、

特
別

区
宛

て
に

、
令

和
３

年
１

月
に

事
務

連
絡

が
発

出
さ

れ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に

対
応

す
る

た
め

、
保

健
所

体
制

の
改

編
や

増
員

等
の

全
庁

的
な

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
、

特
に

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

情
報

管
理

の
体

制
整

備
に

関
し

て
は

、
優

先
的

に
体

制
整

備
を

行
い

、
過

度
な

業
務

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
、

保
健

所
の

業
務

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
疫

学
調

査
と

濃
厚

接
触

者
の

健
康

観
察

を
重

点
的

に
行

う
こ

と
が

呼
び

掛
け

ら
れ

て
い

る
（

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
保

健
所

体
制

の
整

備
と

感
染

拡
大

期
に

お
け

る
優

先
度

を
踏

ま
え

た
保

健
所

業
務

の
実

施
つ

い
て

」
（

令
和

３
年

１
月

８
日

厚
生

労
働

省
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
推

進
本

部
）

）
。

厚
生

労
働

省
は

、
保

健
所

等
に

HER−
SYSを

取
り

入
れ

る
よ

う
積

極
的

に
呼

び
か

け
、

健
康

観
察

に
係

る
業

務
の

負
担

軽
減

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

➊
内

閣
官

房
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

等
感

染
症

対
策

推
進

本
部➊

❹
厚

生
労

働
省

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部

➊
経

済
産

業
省

➊
❸

外
務

省
 領

事
局

政
策

課
（

海
外

医
療

情
報

）
➋

出
入

国
在

留
管

理
庁

 出
入

国
管

理
部

 審
判

課
❹

検
疫

所
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1）
病

床
の

確
保

、
臨

時
の

医
療

施
設

の
整

備
⑤

 こ
の

他
、

適
切

な
医

療
提

供
・

感
染

管
理

の
観

点
で

、
厚

生
労

働
省

と
都

道
府

県
は

、
関

係
機

関
と

協
⼒

し
て

、
次

の
事

項
に

取
り

組
む

。
・

 妊
産

婦
に

対
す

る
感

染
を

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
医

療
機

関
に

お
け

る
動

線
分

離
等

の
感

染
防

止
策

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

妊
産

婦
が

感
染

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

安
⼼

し
て

出
産

し
、

産
後

の
生

活
が

送
れ

る
よ

う
、

関
係

機
関

と
の

協
⼒

体
制

を
構

築
し

、
適

切
な

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
。

ま
た

、
関

係
機

関
と

協
⼒

し
て

、
感

染
が

疑
わ

れ
る

妊
産

婦
へ

の
早

め
の

相
談

の
呼

び
か

け
や

、
妊

娠
中

の
女

性
労

働
者

に
配

慮
し

た
休

み
や

す
い

環
境

整
備

等
の

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
。

・
 小

児
医

療
に

つ
い

て
、

関
係

学
会

等
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
診

療
体

制
を

検
討

し
、

地
⽅

公
共

団
体

と
協

⼒
し

て
体

制
整

備
を

進
め

る
こ

と
。

・
 関

係
機

関
と

協
⼒

し
て

、
外

国
人

が
医

療
を

適
切

に
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
医

療
通

訳
の

整
備

等
を

、
引

き
続

き
、

強
化

す
る

こ
と

。

➊
厚

生
労

働
省

は
、

妊
産

婦
や

乳
幼

児
に

向
け

た
コ

ロ
ナ

対
策

情
報

を
HPに

掲
載

し
、

国
⺠

へ
の

情
報

提
供

を
図

っ
て

い
る

。
例

え
ば

、
令

和
２

年
度

厚
生

労
働

科
学

特
別

研
究

事
業

に
よ

り
、

⺟
子

保
健

領
域

に
お

け
る

コ
ロ

ナ
対

策
が

研
究

さ
れ

た
が

、
そ

の
研

究
報

告
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

模
様

を
ア

ー
カ

イ
ブ

配
信

し
、

専
門

的
研

究
の

知
見

を
広

く
国

⺠
に

提
供

し
て

る
。

ま
た

、
国

⺠
が

利
用

し
や

す
い

よ
う

、
イ

ラ
ス

ト
等

を
用

い
て

妊
婦

等
の

コ
ロ

ナ
対

策
に

関
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
て

る
。

さ
ら

に
、

補
助

事
業

と
し

て
、

令
和

３
年

度
補

正
予

算
に

お
い

て
、

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

た
妊

産
婦

・
乳

幼
児

へ
の

総
合

的
な

支
援

−
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

流
行

下
に

お
け

る
妊

産
婦

総
合

対
策

事
業

−
 」

を
実

施
し

、
不

安
を

抱
え

る
妊

婦
等

へ
、

電
話

や
訪

問
な

ど
に

よ
る

支
援

、
分

娩
前

の
コ

ロ
ナ

検
査

費
用

の
補

助
等

、
総

合
的

な
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
➋

厚
生

労
働

省
は

、
令

和
２

年
度

は
緊

急
的

な
措

置
と

し
て

、
「

医
療

機
関

等
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
に

資
す

る
電

話
医

療
通

訳
サ

ー
ビ

ス
」

を
実

施
し

た
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

は
、

「
入

国
者

等
健

康
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

」
に

変
更

し
、

引
き

続
き

電
話

通
訳

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

外
国

人
の

感
染

者
、

又
は

感
染

疑
い

の
あ

る
者

に
つ

い
て

、
24時

間
、

主
要

言
語

で
電

話
相

談
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

と
い

う
事

業
で

あ
る

。

➊
厚

生
労

働
省

 子
ど

も
家

庭
局

⺟
子

保
健

課
、

厚
生

労
働

省
 子

ど
も

家
庭

局
子

育
て

支
援

課
、

厚
生

労
働

省
 子

ど
も

家
庭

局
家

庭
福

祉
課

、
厚

生
労

働
省

 雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

➋
厚

生
労

働
省

 健
康

局
 健

康
課

地
域

保
健

室
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2）
⾃

宅
・

宿
泊

療
養

者
等

へ
の

対
応

③
 さ

ら
に

、
症

状
の

変
化

に
迅

速
に

対
応

し
て

必
要

な
医

療
に

つ
な

げ
、

ま
た

、
重

症
化

を
未

然
に

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
全

て
の

⾃
宅

療
養

者
に

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

を
配

付
で

き
る

よ
う

、
総

数
で

約
 69 万

個
を

確
保

す
る

。
治

療
薬

に
つ

い
て

も
、

中
和

抗
体

薬
・

経
口

薬
に

つ
い

て
は

、
入

院
に

加
え

て
外

来
・

往
診

ま
で

、
様

々
な

場
面

で
投

与
で

き
る

体
制

を
全

国
で

構
築

す
る

。
さ

ら
に

、
経

口
薬

に
つ

い
て

は
、

か
か

り
つ

け
医

と
地

域
の

薬
局

が
連

携
す

る
こ

と
で

、
患

者
が

薬
局

に
来

所
し

な
く

て
も

手
に

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

作
り

を
支

援
す

る
。

➊
厚

生
労

働
省

は
、

令
和

３
年

10月
１

日
に

事
務

連
絡

を
発

出
し

、
各

都
道

府
県

に
お

い
て

令
和

3年
夏

の
感

染
拡

大
を

踏
ま

え
た

「
保

健
・

医
療

提
供

体
制

確
保

計
画

」
を

策
定

す
る

よ
う

依
頼

し
た

（
「

今
夏

の
感

染
拡

大
を

踏
ま

え
た

今
後

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
応

す
る

保
健

・
医

療
提

供
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

」
（

令
和

３
年

10月
１

日
厚

生
労

働
省

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部

）
）

（
詳

細
は

、
(４

)③
参

照
。

）
10月

末
ま

で
に

各
都

道
府

県
で

策
定

⽅
針

を
取

り
ま

と
め

､そ
の

後
､各

都
道

府
県

に
お

い
て

11月
末

ま
で

に
⽅

針
に

沿
っ

た
具

体
的

な
体

制
の

構
築

が
完

了
し

､計
画

と
し

て
取

り
ま

と
め

ら
れ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

令
和

３
年

12月
7日

現
在

、
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
を

約
70万

個
確

保
し

た
。

➊
経

口
薬

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
(8)⑤

参
照

。

➊
厚

生
労

働
省

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部

（
６
）
水
際
対
策

（
７
）
医
療
提
供
体
制
の
強
化

二
八

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
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4）
Ｉ

Ｔ
を

活
用

し
た

稼
働

状
況

の
徹

底
的

な
「

見
え

る
化

」
①

 医
療

体
制

の
稼

働
状

況
を

 G-M
IS や

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

て
徹

底
的

に
「

見
え

る
化

」
す

る
。

・
 都

道
府

県
内

の
医

療
機

関
や

都
道

府
県

調
整

本
部

、
保

健
所

、
消

防
機

関
等

と
の

間
で

、
病

床
の

確
保

・
使

用
状

況
を

日
々

共
有

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
個

々
の

医
療

機
関

に
お

け
る

 G-M
IS へ

の
病

床
の

使
用

状
況

等
の

入
⼒

を
徹

底
す

る
こ

と
（

補
助

金
の

執
行

要
件

化
）

に
よ

り
、

令
和

３
年

 12 月
か

ら
医

療
機

関
別

の
病

床
の

確
保

・
使

用
率

を
毎

月
公

表
す

る
。

・
 令

和
３

年
 12 月

か
ら

毎
月

、
レ

セ
プ

ト
デ

ー
タ

を
用

い
て

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
・

往
診

等
⾃

宅
療

養
者

に
対

す
る

診
療

実
績

を
集

計
し

、
地

域
別

（
郡

・
市

・
区

別
）

に
公

表
す

る
。

・
 政

府
が

買
い

上
げ

て
医

療
機

関
に

提
供

す
る

中
和

抗
体

薬
等

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
治

療
薬

の
投

与
者

数
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

別
に

毎
月

公
表

す
る

。

➊
厚

生
労

働
省

は
、

令
和

３
年

11月
19日

に
、

医
療

機
関

宛
て

に
事

務
連

絡
を

発
出

し
、

病
床

の
確

保
状

況
・

使
用

率
等

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
も

医
療

機
関

が
対

応
し

て
い

た
「

医
療

機
関

等
情

報
支

援
シ

ス
テ

ム
（

G-M
IS）

」
の

入
⼒

に
関

し
、

改
め

て
日

次
及

び
週

次
で

報
告

す
る

よ
う

求
め

た
（

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

係
る

病
床

の
確

保
状

況
・

使
用

率
等

の
報

告
に

つ
い

て
（

依
頼

）
」

（
令

和
３

年
11月

19日
厚

生
労

働
省

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部

）
）

。
厚

生
労

働
省

HPで
は

、
12月

分
か

ら
取

り
ま

と
め

状
況

を
公

表
し

て
い

る
。

➋
各

省
の

HPで
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
・

往
診

等
⾃

宅
療

養
者

に
対

す
る

診
療

実
績

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

❸
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
治

療
薬

の
使

用
状

況
（

政
府

確
保

分
）

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
が

、
令

和
３

年
11月

末
か

ら
都

道
府

県
別

に
公

表
し

て
い

る
。

➊
厚

生
労

働
省

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部❸

厚
生

労
働

省
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１
）

治
療

薬
の

実
用

化
に

向
け

た
取

組
①

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
治

療
薬

に
つ

い
て

は
、

国
産

経
口

薬
を

含
め

、
開

発
費

用
と

し
て

１
薬

剤
当

た
り

最
大

約
 20 億

円
を

支
援

し
、

経
口

薬
に

つ
い

て
令

和
３

年
内

の
実

用
化

を
目

指
す

。

➊
厚

生
労

働
省

は
、

令
和

２
年

と
令

和
３

年
に

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

治
療

薬
の

実
用

化
の

た
め

の
支

援
事

業
」

を
公

募
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
有

⼒
な

治
療

薬
の

開
発

を
支

援
し

、
実

用
化

を
進

め
る

こ
と

で
、

国
⺠

の
保

健
衛

生
の

向
上

に
寄

与
す

る
た

め
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
治

療
薬

と
し

て
開

発
中

の
薬

剤
の

う
ち

、
第

２
・

３
相

臨
床

試
験

の
フ

ェ
ー

ズ
に

あ
る

も
の

を
重

点
的

に
支

援
す

る
こ

と
で

、
臨

床
試

験
を

円
滑

に
実

施
し

、
治

療
薬

の
実

用
化

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

総
事

業
費

は
70億

円
で

、
1事

業
当

た
り

20億
円

以
下

の
支

援
と

な
る

。

➊
厚

生
労

働
省

 健
康

局
 結

核
感

染
症

課
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２
）

治
療

薬
の

確
保

に
向

け
た

取
組

①
 治

療
薬

の
作

用
す

る
仕

組
み

や
開

発
ス

テ
ー

ジ
は

様
々

で
あ

る
こ

と
や

、
軽

症
か

ら
中

等
症

の
重

症
化

リ
ス

ク
を

有
す

る
者

が
確

実
に

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

複
数

の
治

療
薬

を
確

保
し

、
必

要
な

量
を

順
次

納
入

で
き

る
よ

う
、

企
業

と
交

渉
を

進
め

る
。

➊
現

在
日

時
点

で
承

認
さ

れ
て

い
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

治
療

薬
に

つ
い

て
は

、
厚

生
労

働
省

HPに
一

覧
が

掲
載

さ
れ

、
国

⺠
へ

の
情

報
提

供
が

図
ら

れ
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

患
者

を
対

象
と

し
た

経
口

抗
ウ

イ
ル

ス
薬

（
ラ

ゲ
ブ

リ
オ

）
に

つ
い

て
は

、
厚

生
労

働
省

の
薬

事
・

食
品

衛
生

審
議

会
に

お
い

て
治

療
薬

と
し

て
特

例
承

認
さ

れ
た

も
の

の
、

安
定

的
な

供
給

が
難

し
い

こ
と

か
ら

、
一

般
流

通
は

行
わ

ず
、

国
に

お
い

て
本

剤
を

買
い

上
げ

、
当

面
の

間
、

厚
生

労
働

省
が

所
有

し
た

上
で

、
医

療
機

関
及

び
対

応
薬

局
に

無
償

配
分

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

。
令

和
３

年
12月

24日
の

厚
労

大
臣

記
者

会
見

に
お

い
て

、
す

で
に

160万
回

分
を

国
に

お
い

て
確

保
し

た
と

言
及

さ
れ

た
。

➊
厚

生
労

働
省

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

推
進

本
部➊

厚
生

労
働

省
 医

薬
・

生
活

衛
生

局
  医

薬
品

審
査

管
理

課
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③
 あ

わ
せ

て
、

新
た

に
実

用
化

が
期

待
さ

れ
る

経
口

薬
に

つ
い

て
は

、
国

⺠
の

治
療

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
向

上
す

る
と

と
も

に
、

重
症

化
を

予
防

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
⺠

が
安

⼼
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

な
る

た
め

の
切

り
札

で
あ

る
。

世
界

的
な

獲
得

競
争

が
行

わ
れ

る
中

で
、

薬
事

承
認

が
行

わ
れ

れ
ば

速
や

か
に

医
療

現
場

に
供

給
し

、
普

及
を

図
る

。
供

給
量

に
つ

い
て

は
、

合
計

約
 60 万

回
分

（
薬

事
承

認
が

行
わ

れ
れ

ば
令

和
３

年
中

に
約

 20 万
回

分
、

令
和

３
年

度
内

に
更

に
約

 40 万
回

分
）

を
確

保
す

る
。

➊
1)①

の
経

口
抗

ウ
イ

ル
ス

薬
（

ラ
ゲ

ブ
リ

オ
）

が
160万

回
分

確
保

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

フ
ァ

イ
ザ

ー
社

の
経

口
薬

に
つ

い
て

は
、

令
和

３
年

12月
17日

に
、

内
閣

総
理

大
臣

と
フ

ァ
イ

ザ
ー

社
の

ブ
ー

ラ
会

⻑
が

電
話

会
談

を
行

い
、

200万
回

分
の

確
保

に
つ

い
て

基
本

合
意

し
た

。
納

入
時

期
を

含
め

た
最

終
合

意
に

向
け

て
は

、
厚

生
労

働
大

臣
を

中
⼼

に
交

渉
さ

れ
て

い
る

。

➊
厚

生
労

働
省

 医
薬

・
生

活
衛

生
局

  医
薬

品
審

査
管

理
課
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④
 さ

ら
に

、
今

冬
を

は
じ

め
中

期
的

な
感

染
拡

大
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
更

な
る

治
療

薬
（

中
和

抗
薬

、
経

口
薬

）
の

確
保

に
向

け
て

取
り

組
む

（
経

口
薬

に
つ

い
て

は
、

追
加

で
約

 100 万
回

分
、

上
記

と
合

計
し

て
こ

れ
ま

で
に

約
 160 万

回
分

を
確

保
し

て
い

る
。

）
。

➊
(8)2)③

参
照

。
＊

（
８
）
治
療
薬
の
実
用
化
と
確
保

二
九

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
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新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

応
に

万
全

を
期

す
と

と
も

に
、

「
成

⻑
と

分
配

の
好

循
環

」
と

「
コ

ロ
ナ

後
の

新
し

い
社

会
の

開
拓

」
に

よ
る

「
新

し
い

資
本

主
義

」
を

起
動

さ
せ

、
国

⺠
の

安
全

・
安

⼼
を

確
保

す
る

た
め

、
新

た
な

経
済

対
策

を
策

定
す

る
。

地
域

、
業

種
を

限
定

し
な

い
事

業
規

模
に

応
じ

た
給

付
金

や
雇

用
調

整
助

成
金

等
、

事
業

や
雇

用
・

生
活

・
暮

ら
し

を
守

る
支

援
策

や
、

ワ
ク

チ
ン

・
検

査
パ

ッ
ケ

ー
ジ

等
を

活
用

し
、

安
全

・
安

⼼
を

確
保

し
な

が
ら

、
経

済
社

会
活

動
の

再
開

を
図

る
取

組
を

盛
り

込
む

。
経

済
対

策
の

策
定

や
そ

の
裏

付
け

と
な

る
補

正
予

算
を

編
成

す
る

間
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

や
、

企
業

や
暮

ら
し

に
与

え
る

影
響

に
は

⼗
分

に
目

配
り

を
行

い
、

必
要

な
対

策
は

、
予

備
費

等
も

活
用

し
て

、
躊

躇
（

ち
ゅ

う
ち

ょ
）

な
く

機
動

的
に

講
じ

る
。

➊
内

閣
官

房
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

等
感

染
症

対
策

推
進

室
の

HPに
は

、
コ

ロ
ナ

で
生

活
に

困
っ

て
い

る
⽅

や
事

業
に

影
響

を
受

け
て

い
る

⽅
向

け
の

支
援

策
の

情
報

が
一

覧
で

ま
と

め
ら

れ
て

お
り

、
併

せ
て

困
り

ご
と

か
ら

支
援

策
を

探
す

手
段

も
示

さ
れ

て
い

る
。

一
覧

は
、

事
業

、
雇

用
、

生
活

別
に

そ
れ

ぞ
れ

利
用

で
き

る
支

援
策

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

以
下

は
支

援
の

一
事

例
。

➋
経

済
産

業
省

、
中

小
企

業
庁

は
、

経
営

者
向

け
の

支
援

を
複

数
実

施
し

て
お

り
、

飲
食

店
経

営
者

に
対

し
て

は
、

令
和

３
年

度
第

３
次

補
正

予
算

等
で

新
た

な
補

助
金

を
創

設
し

、
授

業
員

の
休

業
手

当
等

の
た

め
の

助
成

金
を

最
大

全
額

支
給

、
新

分
野

展
開

な
ど

の
事

業
再

構
築

に
最

大
１

億
円

補
助

等
、

経
済

社
会

活
動

の
継

続
を

図
る

た
め

の
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
❸

内
閣

府
は

、
児

童
を

養
育

し
て

い
る

者
の

年
収

が
960円

万
以

上
の

世
帯

を
除

き
、

高
校

３
年

生
ま

で
の

子
ど

も
が

い
る

場
合

は
、

１
人

当
た

り
10万

円
相

当
を

臨
時

給
付

す
る

支
援

を
実

施
し

て
い

る
。

➊
内

閣
官

房
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

等
感

染
症

対
策

推
進

室
➋

経
済

産
業

省
、

中
小

企
業

庁
（

経
営

者
向

け
）

❸
内

閣
府

政
策

統
括

官
（

経
済

財
政

運
営

担
当

）
 （

子
ど

も
が

い
る

世
帯

向
け

）
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１
）

偏
見

・
差

別
等

へ
の

対
応

、
社

会
課

題
へ

の
対

応
等

①
 政

府
及

び
地

⽅
公

共
団

体
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
り

患
は

誰
に

で
も

生
じ

得
る

も
の

で
あ

り
、

感
染

者
や

そ
の

家
族

、
勤

務
先

等
に

対
す

る
差

別
的

な
取

扱
い

や
誹

謗
中

傷
、

名
誉

・
信

用
を

毀
損

す
る

行
為

等
は

、
人

権
侵

害
に

当
た

り
得

る
の

み
な

ら
ず

、
体

調
不

良
時

の
受

診
遅

れ
や

検
査

回
避

、
保

健
所

の
積

極
的

疫
学

調
査

へ
の

協
⼒

拒
否

等
に

つ
な

が
り

、
結

果
と

し
て

感
染

防
止

策
に

支
障

を
生

じ
さ

せ
か

ね
な

い
こ

と
か

ら
、

コ
ロ

ナ
分

科
会

の
偏

見
・

差
別

と
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

が
行

っ
た

議
論

の
と

り
ま

と
め

（
令

和
2 年

 11 月
 6 日

）
や

法
第

 13 条
第

２
項

の
規

定
を

踏
ま

え
、

感
染

者
等

の
人

権
が

尊
重

さ
れ

、
何

人
も

差
別

的
な

取
扱

い
等

を
受

け
る

こ
と

の
な

い
よ

う
取

組
を

実
施

す
る

。

➊
令

和
３

年
2月

13日
に

施
行

さ
れ

た
改

正
特

措
法

で
は

、
第

13条
第

２
項

で
、

感
染

者
や

そ
の

家
族

、
医

療
従

事
者

等
の

人
権

が
尊

重
さ

れ
、

差
別

的
な

取
扱

い
を

受
け

る
こ

と
の

な
い

よ
う

偏
見

や
差

別
を

防
止

す
る

た
め

の
規

定
が

設
け

ら
れ

た
。

コ
ロ

ナ
に

係
る

偏
見

や
差

別
等

へ
の

対
応

は
、

主
に

法
務

省
が

啓
蒙

普
及

を
行

っ
て

い
る

。
法

務
省

HPに
お

い
て

、
差

別
や

偏
見

に
当

た
る

具
体

例
が

挙
げ

ら
れ

る
と

と
も

に
、

差
別

に
悩

ん
で

い
る

⽅
向

け
に

、
人

権
相

談
窓

口
を

案
内

し
て

い
る

。
法

務
省

に
お

い
て

は
、

政
府

広
報

や
ス

ポ
ッ

ト
CM

を
用

い
て

人
権

へ
の

配
慮

を
呼

び
掛

け
る

ほ
か

、
専

門
家

に
よ

る
人

権
に

関
す

る
座

談
会

の
議

論
を

公
開

し
て

い
る

。
➋

厚
生

労
働

省
は

、
令

和
２

年
12月

か
ら

「
#広

が
れ

あ
り

が
と

う
の

輪
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
展

開
し

、
企

業
や

個
人

の
SNSア

カ
ウ

ン
ト

で
、

情
報

発
信

や
拡

散
を

お
願

い
し

て
い

る
。

➊
法

務
省

 人
権

擁
護

局
➋

厚
生

労
働

省

73
②

 政
府

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
従

事
す

る
医

療
関

係
者

が
偏

見
・

差
別

等
に

よ
る

風
評

被
害

等
を

受
け

な
い

よ
う

、
国

⺠
へ

の
普

及
啓

発
等

必
要

な
取

組
を

実
施

す
る

。
➊

法
務

省
、

厚
生

労
働

省
が

中
⼼

と
な

り
実

施
。

詳
細

は
、

(10)①
を

参
照

。
＊

74
③

 政
府

は
、

ワ
ク

チ
ン

を
接

種
し

て
い

な
い

者
及

び
接

種
で

き
な

い
者

が
不

当
な

偏
見

・
差

別
等

を
受

け
な

い
よ

う
、

国
⺠

へ
の

普
及

啓
発

等
必

要
な

取
組

を
実

施
す

る
。

➊
法

務
省

、
厚

生
労

働
省

が
中

⼼
と

な
り

実
施

。
詳

細
は

、
(10)①

を
参

照
。

＊

（
10）

そ
の
他
重
要
な
留
意
事
項

（
９
）
経
済
・
雇
用
対
策

三
〇

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
係
る
行
政
文
書
の
移
管
に
関
す
る
一
考
察

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　


